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　 図書館=山中湖情報創造館閉館日 ※開館時間（9:30～19:00）詳しくはP29をご覧ください。
　  可燃物収集日 　  不燃物収集日 　 PETボトル収集日　8:30までに指定の場所に出してください。
　  持込（可燃・不燃）　　持込（可燃のみ）=クリーンセンターへ直接搬入可能日（9:00～11:00  13:00～16:00）
　  立入日=北富士演習場立ち入り許可日
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村では、一般廃棄物処理業務のための専門的知識経験を有する任期付職員を募集します。
採用要件　官公庁等で一般廃棄物処理業務担当者としての実務経験が３年以上ある方
採用期間　採用日から３年間
勤務時間　週３０時間以上
業務内容　一般廃棄物処理施設における事務全般
給　　料　山中湖村一般職の任期付職員の採用に関する条例に基づき支給
採用方法　選考
募集期間　２月１日（金）～２月１５日（金）
申し込み　総務課に履歴書をお持ちください。
なお、詳細等に関しましては、お問い合わせください。

任期付職員（一般廃棄物処理業務関係）募集

≪問い合わせ≫　総務課　人事研修係　℡.62-1111

勤務時間　午前 9 時～午後 5 時 45 分（7 時間 45 分）
勤務体系　シフト勤務（不定休）
勤務場所　山中湖文学の森（三島由紀夫文学館、徳富蘇峰館）
業務内容　受付接客業務、一般事務、資料の整理及び文学館内外の環境整備等
雇用条件　土・日・祝日出勤可能な方、パソコン操作に堪能な方
試験内容　書類選考・面接
募集人員　若干名
賃  金  等　山中湖村臨時職員取扱要綱による
募集受付　郵送及び午後 5 時までに直接、村教育委員会に履歴書（写真付）をお持ちください。
　　　　　（土日除く）

文学の森 臨時職員募集

≪問い合わせ≫　山中湖村教育委員会　文化振興係　℡.62-3813

いきいき健康課では、次の業務にて一緒に働いてくれる方を募集しています。

※その他詳細はお問い合わせください。

（１）臨時保育士
    勤務時間　午前８時３０分～午後５時１５分（時差勤務、土曜勤務有）
    年齢資格　６０歳未満で保育士免許取得者

（２）栄養士
    勤務時間　午前８時３０分～午後５時１５分（時差勤務、土曜勤務有）
    年齢資格　６０歳未満　栄養士資格
    勤務内容　給食の献立作成・栄養計算・衛生管理・食育等

（３）調理員
    勤務時間　午前８時３０分～午後５時１５分（時差勤務、土曜勤務有）
    年齢資格　６０歳未満
    勤務内容　児童の給食・おやつの調理業務

いきいき健康課 臨時職員募集

≪問い合わせ≫　いきいき健康課　福祉係　℡.62-9976

　勤務先は村内の公立保育
所となり、随時募集を受け付
けております。

　お申し込みの際には、いき
いき健康課に履歴書をお持
ちください。

山中湖保育園

平野保育園

三島由紀夫文学館

山中湖村クリーンセンター

　東京2020オリンピック・パラリンピック フ
ラッグツアーはアンバサダー（著名人が大使と
して任命されること）と共に全国各地を巡回し
ながら歓迎イベントを展開しています。
山中湖村でのフラッグ引継ぎが山梨県下で最初
に行われます。

●日　時：３月３日（日）　午後１時～２時
●場　所：プール併用村民体育館（当日は必ず上履きを持参してください。）
●駐車場：山中湖中学校　校庭
●歓迎イベント：オープニングアクト 等（山中湖中ブルーレイクビートが出演します）
●詳細については山中湖村ホームページをご覧ください。

フラッグツアーとは？
　アンバサダー（オリンピアン・パラリンピ
アン）と共に開催地間で引き継がれたフラッ
グが全国を巡回し、子ども達を中心にオール
ジャパンでの機運醸成を図り、大会への参
画、応援を促す企画です。

東京2020オリンピック・パラリンピック　
フラッグツアー歓迎イベント開催！！

　　

　

国際交流員　トム・ボシス 

住民の皆さん、こんにちは！山中湖村の国際交流員を勤めているトム・ボシスです。
自転車ロードレースの本場フランス出身の元プロ選手でもあります。
 
ヨーロッパでプロ選手として世界中の自転車ロードレース大会を転戦したあと、
2015 年の 9 月に中央大学に留学し、日本に住むようになりました。　
日本国内でも一時期自転車競技に復帰し、2018 年 4 月までは「東京ヴェントス」
の一員として国内リーグの「J プロツアー」に参戦していました。
 

この度、東京 2020 の自転車ロードレース大会が山中湖村を通過することが確定したことはご存じ
の方が多いかと思いますが、具体的にはどういうことなのか？どうすればいいのか？と、悩んでいる
方も多いでしょう。 
 
そんなことから、2020 年の大会が楽しく迎えて頂けるように、広報誌にて 2020 年の 7 月までシリ
ーズでオリンピックや自転車ロードレース関連の話をさせて頂くことになりましたので、よろしくお
願いします！
 山中湖村国際交流員「トム・ボシス」の記事シリーズ　ＮＯ.１
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東京2020オリンピック テストイベント・自転車ロードにおける
コースサポーター（ボランティア）募集要項

　平成 30 年 8 月に、東京 2020 オリンピック競技大会における自転車競技ロードレースの、スタート会場である「武
蔵野の森公園」からゴール会場である「富士スピードウエイ」を結ぶ、男子コース総距離約 244 ㎞、女子コース
距離約 147 ㎞の 1 都 3 県 15 市町村を通過するコースが決定いたしました。
　現在、山中湖村を含む通過自治体と（公財）オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（以下、「組

）。ういと」会大0202京東「、下以（会大技競クッピンリラパ・クッピンリオ0202京東、ていおに）。ういと」会員委織
における自転車競技ロードレース等（以下、「東京 2020 大会自転車競技」という。）の実施に向けた準備を進め
ておりますが、コース沿道の安全確保や大会の盛り上げには、地元の皆様の協力が不可欠です。
　そこで、本村では、コース沿道周辺の競技運営サポートを担っていただく「コースサポーター」を募集します。
大会にかかわる多くの人と一丸になって、地元で開催される東京 2020 自転車競技を成功させたいという熱意を
持っている方や運営に関わりたい方、みんなで一緒に東京 2020 大会を盛り上げていきたい方の応募をお待ちし
ております。

＊コースサポーターとは
　山中湖村が募集する「コースサポーター」には、東京 2020 テストイベント自転車ロード
レース及び東京 2020 大会自転車競技に特化した、村内を通過するコース沿道周辺の競技運営
サポートに携わり、大会の盛り上げの一翼を担うメンバーの一員としての活躍が期待されます。
　なお、コースサポーターは東京 2020 組織委員会が募集する大会ボランティア及び自治体が
募集する都市ボランティアとは異なります。

＊募集人数  ４８５名 競技大会（種目） 活動日
東京 2020 テストイベント自転車ロードレース 2019 年 7 月 21 日（日）

・活動時間には、活動開始前・活動終了後のミーティング、休憩時間を含みます。
・活動時間において、適時、休憩を設定します。

＊活動時間　　1 日当たり 4 時間程度

＊応募に当たって
　　　次の全てに当てはまる方が応募可能です
    　① 活動する年度末時点で、満 16 歳以上（中学生は不可）
    　② 日本国籍を有する方又は日本に居住する資格を有する方
    　③ 競技実施前に実施する活動説明会に必ず参加できる方
    　　◎ 外国語での会話能力は不問です。

＊積極的に応募していただきたい方
、てしとーターポサスーコ技競車転自会大0202京東・ 

　大会への参画、活躍したいという熱意を持っている方
方いたし動活てしとムーチ、ち持を心るやい思をい互お・ 

応募期間：2019 年 2 月 1 日（金）～3 月 29 日（金）
* 応募方法
　申込用紙に必要事項を記入し、ファクシミリ、郵送、直接提出により応募ください。
　　　（申請用紙はホームページからもダウンロードできます）
　･ＦＡＸで応募する場合
　　　指定申込用紙に必要事項を記入のうえ、観光課（オリンピック推進室）まで送付してください。
　　　【送信先】　観光課（オリンピック推進室）
　　　　ＦＡＸ番号　０５５５－６２－３０８８　　　
　・郵便で応募する場合
　　指定申込用紙に必要事項を記入、切手を添付のうえ、観光課（オリンピック推進室）まで送付してください。
　　　【郵送先】　〒401-0595　南都留郡山中湖村山中 237-1　山中湖村観光課（オリンピック推進室）
　・直接提出の場合
　　指定申込用紙に必要事項を記入のうえ、直接、観光課（オリンピック推進室）窓口に提出してください。
　　　【提出先】　山中湖村山中 237-1　山中湖村観光課（オリンピック推進室）　受付時間　8:30 ～ 17:15

http：//www.vill.yamanakako.lg.jp/bunya/olympic/

＊活動時間　　下記の競技大会が活動日になります。

役割・活動内容活動場所

村内に指定されている資機材一時保管場所から
コース沿道の資機材設置場所

村内のコース沿道
　（歩道、歩道橋、駐車場出入口等）

･ 軽微な資機材（柵、コーン、立禁テープ等）の設置、
   撤去のサポート　等

・ コース沿道観戦者、一般歩行者等の導線確保のための
   整理・案内
･ コース内への進入抑止（声かけ）等

＊活動場所、役割･活動目的

＊今後のスケジュール
＊活動場所については、原則として申込者居住地から近い活動場所の割り当てを行います。

日　　　程
２０１９年５月中旬

６月上旬
７月上旬

内　　　容
申込者に対して決定通知の送付
テストイベント・自転車ロード活動説明会の案内
テストイベント・自転車ロード活動説明会

参加回数 １回（１～２時間程度を予定）

活動マニュアルに基づき、コースサポーターの活動内容を理解する。
支給物品（キャップ等）の配布

＊テストイベント・自転車ロード活動説明会

＊活動にあたり説明会時にお渡しする物品等
【テストイベント・自転車ロード活動説明会】
　・キャップ、簡易な識別カード　等

＊ボランティア活動向けの保険

ボランティア活動向けの保険に加入します。

概　　要

説明会は村内を予定しています（具体的には別途お知らせします）。会　　場

道祖神のお祭り
　道祖神は災厄の進入を防ぐ神とされ、村境や辻
などに石像などに刻まれ、祀られています。
　小正月には正月飾りやしめ飾りなどを焼く「ど
んどん焼き」がこの道祖神の前で行われます。
　この行事の歴史は古く、いつ始まったかは定か
ではありませんが、平安時代の宮廷行事として記
録に残っているところもあります。村内でも山中
地区5箇所、長池・平野・旭日丘の各1箇所ずつ
で、子供の成長や子宝祈願などの願いを込めて行
われています。
　今回、平野地区では平野コミュニティーセンタ
ーの駐車場から場所を移し、ゆいの広場ひらりで
行われました。
　まちなかでこの行事が行われるのは25年ぶり
で、住民、観光客など多くの方が御神木を引き起
こすために集まりました。

旭日丘地区の様子 山中地区の様子

長池地区の様子 平野地区の様子
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東京2020オリンピック テストイベント・自転車ロードにおける
コースサポーター（ボランティア）募集要項

　平成 30 年 8 月に、東京 2020 オリンピック競技大会における自転車競技ロードレースの、スタート会場である「武
蔵野の森公園」からゴール会場である「富士スピードウエイ」を結ぶ、男子コース総距離約 244 ㎞、女子コース
距離約 147 ㎞の 1 都 3 県 15 市町村を通過するコースが決定いたしました。
　現在、山中湖村を含む通過自治体と（公財）オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（以下、「組

）。ういと」会大0202京東「、下以（会大技競クッピンリラパ・クッピンリオ0202京東、ていおに）。ういと」会員委織
における自転車競技ロードレース等（以下、「東京 2020 大会自転車競技」という。）の実施に向けた準備を進め
ておりますが、コース沿道の安全確保や大会の盛り上げには、地元の皆様の協力が不可欠です。
　そこで、本村では、コース沿道周辺の競技運営サポートを担っていただく「コースサポーター」を募集します。
大会にかかわる多くの人と一丸になって、地元で開催される東京 2020 自転車競技を成功させたいという熱意を
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レース及び東京 2020 大会自転車競技に特化した、村内を通過するコース沿道周辺の競技運営
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東京 2020 テストイベント自転車ロードレース 2019 年 7 月 21 日（日）
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＊積極的に応募していただきたい方
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　･ＦＡＸで応募する場合
　　　指定申込用紙に必要事項を記入のうえ、観光課（オリンピック推進室）まで送付してください。
　　　【送信先】　観光課（オリンピック推進室）
　　　　ＦＡＸ番号　０５５５－６２－３０８８　　　
　・郵便で応募する場合
　　指定申込用紙に必要事項を記入、切手を添付のうえ、観光課（オリンピック推進室）まで送付してください。
　　　【郵送先】　〒401-0595　南都留郡山中湖村山中 237-1　山中湖村観光課（オリンピック推進室）
　・直接提出の場合
　　指定申込用紙に必要事項を記入のうえ、直接、観光課（オリンピック推進室）窓口に提出してください。
　　　【提出先】　山中湖村山中 237-1　山中湖村観光課（オリンピック推進室）　受付時間　8:30 ～ 17:15

http：//www.vill.yamanakako.lg.jp/bunya/olympic/

＊活動時間　　下記の競技大会が活動日になります。

役割・活動内容活動場所

村内に指定されている資機材一時保管場所から
コース沿道の資機材設置場所

村内のコース沿道
　（歩道、歩道橋、駐車場出入口等）

･ 軽微な資機材（柵、コーン、立禁テープ等）の設置、
   撤去のサポート　等

・ コース沿道観戦者、一般歩行者等の導線確保のための
   整理・案内
･ コース内への進入抑止（声かけ）等

＊活動場所、役割･活動目的

＊今後のスケジュール
＊活動場所については、原則として申込者居住地から近い活動場所の割り当てを行います。

日　　　程
２０１９年５月中旬

６月上旬
７月上旬

内　　　容
申込者に対して決定通知の送付
テストイベント・自転車ロード活動説明会の案内
テストイベント・自転車ロード活動説明会

参加回数 １回（１～２時間程度を予定）

活動マニュアルに基づき、コースサポーターの活動内容を理解する。
支給物品（キャップ等）の配布

＊テストイベント・自転車ロード活動説明会

＊活動にあたり説明会時にお渡しする物品等
【テストイベント・自転車ロード活動説明会】
　・キャップ、簡易な識別カード　等

＊ボランティア活動向けの保険

ボランティア活動向けの保険に加入します。

概　　要

説明会は村内を予定しています（具体的には別途お知らせします）。会　　場

道祖神のお祭り
　道祖神は災厄の進入を防ぐ神とされ、村境や辻
などに石像などに刻まれ、祀られています。
　小正月には正月飾りやしめ飾りなどを焼く「ど
んどん焼き」がこの道祖神の前で行われます。
　この行事の歴史は古く、いつ始まったかは定か
ではありませんが、平安時代の宮廷行事として記
録に残っているところもあります。村内でも山中
地区5箇所、長池・平野・旭日丘の各1箇所ずつ
で、子供の成長や子宝祈願などの願いを込めて行
われています。
　今回、平野地区では平野コミュニティーセンタ
ーの駐車場から場所を移し、ゆいの広場ひらりで
行われました。
　まちなかでこの行事が行われるのは25年ぶり
で、住民、観光客など多くの方が御神木を引き起
こすために集まりました。

旭日丘地区の様子 山中地区の様子

長池地区の様子 平野地区の様子
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■支給対象者
　　高等学校等へ就学している15歳から18

歳まで（平成12年４月２日～平成15年４月
１日生まれ）のお子さんを扶養している方。

　※扶養者とは、平成31年１月１日（基準日）
時点で、山中湖村に居住している方で、同
一世帯内に高校生等を扶養している方。

（山中湖村に住民登録がある方）
　　 〈注意点〉
　　･平成31年１月１日から助成金支給決定

　までの間に住民票を抹消された方は、対
　象外です。

■助成の内容
　　助成の支給は、高等学校等に平成30年４

月１日～平成31年３月31日までの在学期間
とし、助成対象者１名につき１か月５千円。

　　助成金は、年１回、平成31年３月中に支給
します。

　　 〈注意点〉
　　･月の初日以降に転入された方は、翌月より

　支給対象とします。

■申請先
　　助成申請書を、山中湖村教育委員会に提

出してください。

■申請期間
　２月１日（金）～２月28日（木）
　平日午前８時30分～午後５時

　　 〈注意点〉
　　･申請期間内（平成31年２月28日（木）ま
　で）に手続きをしない場合、助成金の支
　払はできません。

■申請に必要なもの等
　（１）山中湖村高等学校等就学助成金交付申

請書
　　　申請書は教育委員会窓口に備えてあり

ます。また村ホームページからダウン
ロードできます。

　（２）在学証明書または身分証明書（学生証）
の写し

　（３）受取口座の金融機関名、口座番号及び
口座名義人（かな）が分かる通帳また
は、キャッシュカードの写し

　　 〈注意点〉
　　･受取口座は、扶養者本人の口座です。振

　込先の確認を行いますので、必ず持参し
　てください。

　（４）印鑑

※助成対象者の方には、お知らせのチラシ、申
請書等は、送付しませんのでご注意してく
ださい。

※助成金申請後に変更事由が生じた場合は、
速やかに教育委員会までお申し出くださ
い。

支給要件

問い合わせ　山中湖村教育委員会　学校総務係　℡.62-3813
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９
９
７
２

受
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
財
政
係
　
℡
６
２
‐
１
１
１
１

封筒裏面

広告掲載：No1

広告掲載：No2

広告掲載：No3

広告掲載：No4



広報やまなかこ 2019年2月号

■支給対象者
　　高等学校等へ就学している15歳から18

歳まで（平成12年４月２日～平成15年４月
１日生まれ）のお子さんを扶養している方。

　※扶養者とは、平成31年１月１日（基準日）
時点で、山中湖村に居住している方で、同
一世帯内に高校生等を扶養している方。

（山中湖村に住民登録がある方）
　　 〈注意点〉
　　･平成31年１月１日から助成金支給決定

　までの間に住民票を抹消された方は、対
　象外です。

■助成の内容
　　助成の支給は、高等学校等に平成30年４

月１日～平成31年３月31日までの在学期間
とし、助成対象者１名につき１か月５千円。

　　助成金は、年１回、平成31年３月中に支給
します。

　　 〈注意点〉
　　･月の初日以降に転入された方は、翌月より

　支給対象とします。

■申請先
　　助成申請書を、山中湖村教育委員会に提

出してください。

■申請期間
　２月１日（金）～２月28日（木）
　平日午前８時30分～午後５時

　　 〈注意点〉
　　･申請期間内（平成31年２月28日（木）ま
　で）に手続きをしない場合、助成金の支
　払はできません。

■申請に必要なもの等
　（１）山中湖村高等学校等就学助成金交付申

請書
　　　申請書は教育委員会窓口に備えてあり

ます。また村ホームページからダウン
ロードできます。

　（２）在学証明書または身分証明書（学生証）
の写し

　（３）受取口座の金融機関名、口座番号及び
口座名義人（かな）が分かる通帳また
は、キャッシュカードの写し

　　 〈注意点〉
　　･受取口座は、扶養者本人の口座です。振

　込先の確認を行いますので、必ず持参し
　てください。

　（４）印鑑

※助成対象者の方には、お知らせのチラシ、申
請書等は、送付しませんのでご注意してく
ださい。

※助成金申請後に変更事由が生じた場合は、
速やかに教育委員会までお申し出くださ
い。

支給要件

問い合わせ　山中湖村教育委員会　学校総務係　℡.62-3813

　
こ
の
制
度
は
、村
内
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、村
が

発
注
す
る「
工
事
・
修
繕
」、「
委
託
」、「
物
品
等
の
受
注
」の
小
規
模
な
契

約
に
つ
い
て
、契
約
を
希
望
す
る
方
を
登
録
す
る
制
度
で
す
。

　
な
お
、平
成
31
・
32
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
定
期
審
査
に
申
請
さ

れ
ま
し
た
事
業
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、申
請
は
不
要
で
す
。

※
登
録
申
請
後
、名
簿
に
登
録
さ
れ
た
事
業
者
を
業
者
選
定
の
対
象
と

し
ま
す
が
、指
名
や
契
約
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
提
出
書
類

　
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
申
請
書
及
び
添
付
書
類

※

山
中
湖
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、ま
た
は
、受
付
場

所
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
個
人
と
法
人
で
は
、添
付
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
受
付
期
間 

２
月
１
日（
金
）か
ら
随
時
受
付

●
有
効
期
間 

平
成
３１
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３３
年
３
月
３１
日
ま
で

　
　
　
　
　
　 

（
２
年
間
）

平成30年度
山中湖村高等学校等の
就学に対する助成金

　高等学校等への就学に対して、就学に係る一部を助成することにより、家
庭の経済的な負担を軽減することを目的として「山中湖村高等学校等就学に
対する助成金」を支給します。
　この助成金を受け取るには、山中湖村教育委員会に申請が必要になりま
す。対象となる方は、申請期間内に申請するようにしてください。

山
中
湖
村
封
筒（
税
務
住
民
課
専
用
）

有
料
広
告
募
集

平
成
31
・
32
年
度
分

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者

登
録
制
度
の
受
付

　
村
で
は
、自
主
財
源
の
確
保
と
地
元
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、山
中
湖
村
有
料
広
告
掲
載

要
綱
に
基
づ
き
山
中
湖
村
の
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

●
掲
載
封
筒　

長
形
３
号
の
裏
面（
４
枠
）

　
税
務
用
：
当
初
納
付
書（
固
定
資
産
税
・
住
民
税
及
び
翌
年
の
軽
自
動
車
税
）発
送
用
封
筒

　
※
広
告
掲
載
希
望
者
が
、募
集
枠
数
に
満
た
な
い
場
合
は
広
告
掲
載
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
掲
載
規
格（
広
告
の
大
き
さ
）　

長
形
３
号（
１
枠
）縦
４０
ミ
リ
×
横
１
０
０
ミ
リ

●
印
刷
枚
数　

長
形
３
号
　
３
２
，０
０
０
枚

●
掲
載
場
所　

封
筒
裏
面

●
色　
　
　
　

水
色

●
掲
載
料　
　

１
枠
　
３
２
，０
０
０
円

●
掲
載
期
間　

当
初
納
付
書（
固
定
資
産
税
・
住
民
税
及
び
翌
年
の

　
　
　
　
　
　
軽
自
動
車
税
）の
発
送
ま
で

●
募
集
期
間　

２
月
１
日（
金
）〜
２
月
２2
日（
金
）

応
募
方
法

〇
有
料
広
告
掲
載
申
込
書（
様
式
1
号
）に
広
告
の
原
稿（
C
D
‐
R
O
M
等
）

　
を
添
え
て
、役
場
税
務
住
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
広
告
掲
載
申
込
書
は
、村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他

〇
募
集
す
る
広
告
は
、公
序
良
俗
に
反
し
な
い
も
の
な
ど
、一
定
の
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。　

〇
募
集
広
告
が
、募
集
口
数
を
超
え
た
場
合
は
、先
着
順
で
決
定
し
ま
す
。

〇
広
告
の
掲
載
料
は
、一
括
前
納
を
お
願
い
し
ま
す
。（
広
告
主
が
掲
載
を
取
り
下
げ
る
場
合
、既
納
の

広
告
掲
載
料
は
返
還
し
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
要
綱
と
基
準
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、1
0,
0
0
1
枚
未
満
の
封
筒
数
に
つ
い
て
は
、基
準
第
９
条
の
規
定
に
よ
り
1,
0
0
0
枚

に
つ
き
掲
載
料
1,
0
0
0
円
と
し
ま
す
。）　
　
　

〇
山
中
湖
村
有
料
広
告
掲
載
要
綱
・
広
告
掲
載
基
準
等
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
　
税
務
係
　
℡
６
２
‐
９
９
７
２

受
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
財
政
係
　
℡
６
２
‐
１
１
１
１

封筒裏面

広告掲載：No1

広告掲載：No2

広告掲載：No3

広告掲載：No4



広報やまなかこ 2019年2月号

平
成
30
年
度

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
助
成

　
今
年
度
の
対
象

者（
下
の
表
に
該
当

す
る
方
）の
方
へ
の

助
成
の
期
限
は
、

平
成
31
年
3
月
31
日

の
接
種
ま
で
で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
る

と
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、助
成
は
1
度

の
み
と
な
り
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、4
月
に
対

象
者
に
送
付
し
て
い

ま
す
紫
色
の
予
診

表
を
病
院
に
持
参

し
、早
め
の
接
種
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
中
湖
村
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
係
　
℡
６
2‐

3
8
1
3

山
中
湖
村
体
育
協
会
主
催

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康
課
　
健
康
係
　
℡
6
2
‐
9
9
7
6

見
守
り
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

　なお、対象者のうち平成30年4月以降に山中湖村に転入し前住所地で過去に
1度も接種をしていない方には、役場にて予診票を配布しますので、ご連絡ください。

＜平成 30 年度助成対象の方＞
年齢

( 平成 30 年度にこの年齢になる方 ) 対象の生年月日

65 歳

70 歳

75 歳

80 歳

85 歳

90 歳

95 歳

100 歳

昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生まれ

昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生まれ

昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生まれ

昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生まれ

昭和 8 年4月2日～昭和 9 年4月1日生まれ

昭和 3 年4月2日～昭和 4 年4月1日生まれ

大正12年4月2日～大正13年4月1日生まれ

大正 7 年4月2日～大正 8 年4月1日生まれ

　「
見
守
り
隊
」は
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
・
声
か
け
を
し
て
い

ま
す
。

　
温
か
な
絆
づ
く
り
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

遠
方
の
お
友
達
は
、い
る
の
だ
け
ど
…
。　

最
近
、誰
と
も
会
話
を
し
な
い
で
過
ご
す
事
が

増
え
た
な
…
。

　
な
ど
な
ど
、不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、ま
ず
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
チ
ー
ム
山
中
湖
見
守
り
隊
は
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
、一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪

問
・
声
か
け
を
行
い
、温
か
い
絆

を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
の
支
え
合
い
に
よ
り
孤

立
化
を
防
ぎ
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

活
動
内
容

月
に
1
回
程
度
、「
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」と

声
を
か
け
ま
す
。

声
か
け（
安
否
確
認
）を

受
け
た
い
方
を
募
集
し
ま
す

募
集

★
対
象
者

　一人
暮
ら
し
高
齢
者（
原
則
75
歳
以
上
）

　ご
興
味
の
あ
る
方
、是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
健
康
課
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
℡
６
２‐

９
９
７
６

●
競
技
ル
ー
ル

　

1
チ
ー
ム
4
名
以
上（
選
手
の
重
複
エ
ン
ト
リ
ー
は
不
可
）。

　
原
則
と
し
て
男
女
混
合
チ
ー
ム
と
し
、競
技
者
に
は
必
ず
女

性
を
1
名
以
上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。女
性
の
み
の
チ
ー
ム
で

も
可
。

※
未
成
年
者
の
み
の
チ
ー
ム
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り　

２
月
28
日
（
木
）
ま
で

●
開
催
日
　
3
月
８
日（
金
）

●
開
会
式
　
午
後
6
時
30
分
〜

●
試
合
開
始
　
午
後
7
時
〜

●
場
所
　
村
民
体
育
館（
中
学
校
体
育
館
）

●
参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
の
村
民
及
び

　
村
内
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

●
参
加
費
　
1
チ
ー
ム
1,
0
0
0
円

　
　
　
　
　（
傷
害
保
険
料
含
む
）

●
募
集
数
　
先
着
16
チ
ー
ム

●
競
技
内
容
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
予
選
リ
ー
グ
戦
、

　
　
　
　
　
　
順
位
決
定
戦

問
い
合
わ
せ

東
京
大
学
富
士
癒
し
の
森
研
究
所
　
℡
6
2‐

0
0
1
2

（
平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）

行
政
相
談

東
京
大
学

富
士
癒
し
の
森
研
究
所

公
開
講
座「
富
士
癒
し
の
森
研
究
所

　
　
　
　
　
　研
究
報
告
会
2
0
1
8
」

行
政
相
談
を
気
軽
に

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
秘
密
厳
守
・
無
料

問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
女
性
政
策
係

℡
6
2‐

1
1
1
1

　

行
政
相
談
委
員
は
、
あ
な
た

の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
（
行

政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が

法
律
に
基
づ
い
て
委
嘱
し
て
い

ま
す
）。

　
国
の
仕
事
・
役
所
の
仕
事
で

困
っ
た
こ
と
・
知
り
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。な
ん
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
2
月

２2
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所
　
役
場 

総
務
課
前 

　

　
　
　
　
相
談
室

●
行
政
相
談
委
員
　
羽
田
紘
明

　
東
京
大
学
富
士
癒
し
の
森
研
究
所（
旧
・
富
士
演
習

林
）で
は
、
今
年
度
も
、
村
内
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
村
と
の
共
同
研
究「
森
活
で
健
康
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
実
証
林
の
植
生
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
次
の
と
お
り
、
公
開
講
座
と
し
て
こ
れ
ら
１
年
間
の

結
果
報
告
を
い
た
し
ま
す
。み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

3
月
6
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
午
前
10
時
開
場
）

●
会
場　

山
中
湖
村
役
場
・

　
　
　
　
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

●
報
告
内
容

　

①「
森
活
で
健
康
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
②
第
4
回
癒
し
の
森
の
植
生
調
査
隊
報
告

　
③
山
中
湖
の
ワ
カ
サ
ギ
の
歴
史

　
④
森
林
散
策
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

●
参
加
資
格

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。



広報やまなかこ 2019年2月号

平
成
30
年
度

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
助
成

　
今
年
度
の
対
象

者（
下
の
表
に
該
当

す
る
方
）の
方
へ
の

助
成
の
期
限
は
、

平
成
31
年
3
月
31
日

の
接
種
ま
で
で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
る

と
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、助
成
は
1
度

の
み
と
な
り
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、4
月
に
対

象
者
に
送
付
し
て
い

ま
す
紫
色
の
予
診

表
を
病
院
に
持
参

し
、早
め
の
接
種
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
中
湖
村
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
係
　
℡
６
2‐

3
8
1
3

山
中
湖
村
体
育
協
会
主
催

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康
課
　
健
康
係
　
℡
6
2
‐
9
9
7
6

見
守
り
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

　なお、対象者のうち平成30年4月以降に山中湖村に転入し前住所地で過去に
1度も接種をしていない方には、役場にて予診票を配布しますので、ご連絡ください。

＜平成 30 年度助成対象の方＞
年齢

( 平成 30 年度にこの年齢になる方 ) 対象の生年月日

65 歳

70 歳

75 歳

80 歳

85 歳

90 歳

95 歳

100 歳

昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生まれ

昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生まれ

昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生まれ

昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生まれ

昭和 8 年4月2日～昭和 9 年4月1日生まれ

昭和 3 年4月2日～昭和 4 年4月1日生まれ

大正12年4月2日～大正13年4月1日生まれ

大正 7 年4月2日～大正 8 年4月1日生まれ

　「
見
守
り
隊
」は
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
・
声
か
け
を
し
て
い

ま
す
。

　
温
か
な
絆
づ
く
り
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

遠
方
の
お
友
達
は
、い
る
の
だ
け
ど
…
。　

最
近
、誰
と
も
会
話
を
し
な
い
で
過
ご
す
事
が

増
え
た
な
…
。

　
な
ど
な
ど
、不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、ま
ず
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
チ
ー
ム
山
中
湖
見
守
り
隊
は
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
、一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪

問
・
声
か
け
を
行
い
、温
か
い
絆

を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
の
支
え
合
い
に
よ
り
孤

立
化
を
防
ぎ
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

活
動
内
容

月
に
1
回
程
度
、「
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」と

声
を
か
け
ま
す
。

声
か
け（
安
否
確
認
）を

受
け
た
い
方
を
募
集
し
ま
す

募
集

★
対
象
者

　一人
暮
ら
し
高
齢
者（
原
則
75
歳
以
上
）

　ご
興
味
の
あ
る
方
、是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
健
康
課
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
℡
６
２‐

９
９
７
６

●
競
技
ル
ー
ル

　

1
チ
ー
ム
4
名
以
上（
選
手
の
重
複
エ
ン
ト
リ
ー
は
不
可
）。

　
原
則
と
し
て
男
女
混
合
チ
ー
ム
と
し
、競
技
者
に
は
必
ず
女

性
を
1
名
以
上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。女
性
の
み
の
チ
ー
ム
で

も
可
。

※
未
成
年
者
の
み
の
チ
ー
ム
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り　

２
月
28
日
（
木
）
ま
で

●
開
催
日
　
3
月
８
日（
金
）

●
開
会
式
　
午
後
6
時
30
分
〜

●
試
合
開
始
　
午
後
7
時
〜

●
場
所
　
村
民
体
育
館（
中
学
校
体
育
館
）

●
参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
の
村
民
及
び

　
村
内
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

●
参
加
費
　
1
チ
ー
ム
1,
0
0
0
円

　
　
　
　
　（
傷
害
保
険
料
含
む
）

●
募
集
数
　
先
着
16
チ
ー
ム

●
競
技
内
容
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
予
選
リ
ー
グ
戦
、

　
　
　
　
　
　
順
位
決
定
戦

問
い
合
わ
せ

東
京
大
学
富
士
癒
し
の
森
研
究
所
　
℡
6
2‐

0
0
1
2

（
平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）

行
政
相
談

東
京
大
学

富
士
癒
し
の
森
研
究
所

公
開
講
座「
富
士
癒
し
の
森
研
究
所

　
　
　
　
　
　研
究
報
告
会
2
0
1
8
」

行
政
相
談
を
気
軽
に

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
秘
密
厳
守
・
無
料

問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
女
性
政
策
係

℡
6
2‐

1
1
1
1

　

行
政
相
談
委
員
は
、
あ
な
た

の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
（
行

政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が

法
律
に
基
づ
い
て
委
嘱
し
て
い

ま
す
）。

　
国
の
仕
事
・
役
所
の
仕
事
で

困
っ
た
こ
と
・
知
り
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。な
ん
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
2
月

２2
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所
　
役
場 

総
務
課
前 

　

　
　
　
　
相
談
室

●
行
政
相
談
委
員
　
羽
田
紘
明

　
東
京
大
学
富
士
癒
し
の
森
研
究
所（
旧
・
富
士
演
習

林
）で
は
、
今
年
度
も
、
村
内
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
村
と
の
共
同
研
究「
森
活
で
健
康
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
実
証
林
の
植
生
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
次
の
と
お
り
、
公
開
講
座
と
し
て
こ
れ
ら
１
年
間
の

結
果
報
告
を
い
た
し
ま
す
。み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

3
月
6
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
午
前
10
時
開
場
）

●
会
場　

山
中
湖
村
役
場
・

　
　
　
　
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

●
報
告
内
容

　

①「
森
活
で
健
康
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
②
第
4
回
癒
し
の
森
の
植
生
調
査
隊
報
告

　
③
山
中
湖
の
ワ
カ
サ
ギ
の
歴
史

　
④
森
林
散
策
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

●
参
加
資
格

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
せ

税
務
住
民
課
　
医
療
保
険
係

℡
６
2‐

９
９
７
３

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
ご
案
内

　

２
月
２８
日（
木
）ま
で
に
国
民
健
康
保
険
税
を

完
納
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、３
月
下
旬
に
新
し

い
保
険
証
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　
未
納
が
あ
り
、保
険
証
が
郵
送
さ
れ
な
か
っ

た
方
は
、更
新
の
ハ
ガ
キ
を
３
月
下
旬
に
お
送

り
し
ま
す
の
で
、「
国
保
税
の
領
収
証
」と「
古
い

保
険
証
」を
持
参
の
う
え
、税
務
住
民
課
窓
口

に
て
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
　
医
療
保
険
係
　
℡
6
2‐

9
9
7
3

■
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は

　

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、医
療

と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。１
年
間
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、基
準

額
を
超
え
た
金
額
を
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
し
て
支

給
し
ま
す
。

■
支
給
基
準

　
●
計
算
対
象
期
間
は
、８
月
１
日
〜
翌
年
７
月
31
日
ま

で
の
１
年
間

　
●
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負
担
額
が
あ

り
、自
己
負
担
額
の
合
計
が
基
準
額
を
超
え
た
世
帯

　
●
高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て

支
給
さ
れ
た
金
額
は
、自
己
負
担
額
か
ら
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
。

■
勧
奨
通
知
送
付
対
象
者

　
　

今
回
の
勧
奨
通
知
発
送
は
、平
成
29
年
８
月
１
日
〜

平
成
30
年
７
月
31
日
の
１
年
間
に
つ
い
て
仮
算
定
し
、

支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
方
に
申
請
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

■
発
送
す
る
も
の

　
　申
請
書
、支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
等

■
勧
奨
通
知
発
送
時
期

　
　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、平
成
31
年
３
月
上
旬
頃

に
申
請
の
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　
　（
昨
年
度
ま
で
１
月
上
旬
に
発
送
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
高
額
療
養
費
の
年
間
外
来
合
算
制
度
が
開
始

さ
れ
た
影
響
で
時
期
が
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

■
申
請
方
法

　
　
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
、支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
、印
鑑
、振
込
先
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
及
び
身
分

が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、平
成
30
年
７
月

31
日
に
住
所
の
あ
っ
た
市
町
村
医
療
保
険
窓
口
に
て
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
か
ら
支
給
ま
で

　
　
医
療
分
に
つ
い
て
は
、広
域
連
合
か
ら
支
給
さ
れ
、申

請
か
ら
２
〜
３
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。介
護
分
の
支

給
に
つ
い
て
は
、医
療
分
支
給（
不
支
給
）決
定
後
に
、そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
介
護
保
険
担
当
課
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。（
詳
し
い
時
期
は
、各
市
町
村
介
護
保
険
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
提
出
期
限

　
　
申
請
の
時
効
は
、勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い
て
か

ら
２
年
間
で
す
。お
忘
れ
が
な
い
よ
う
早
期
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

保
険
税
の
督
促
状
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、

お
早
め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。納
付
状
況

の
確
認
を
し
た
い
場
合
は
、税
務
住
民
課
収
納

係（
℡
6
2
‐
9
9
7
2
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住
民
税
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

収
入
が
な
い
方
な
ど
確
定
申
告
の
必
要
が
な

い
方
で
も
、申
告
が
な
い
と
保
険
税
の
軽
減
や
、

自
己
負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ
等
の
適
用
が

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
月
13
日（
日
）、村
主
催
に
よ
る
平
成
31
年
成

人
式
が
山
中
湖
村
公
民
館
で
行
わ
れ
、本
村
で
は

53
名
の
新
成
人
が
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　
多
く
の
ご
来
賓
・
ご
家
族
が
見
守
る
中
、式
典

が
行
わ
れ
、新
成
人
者
に
高
村
文
教
村
長
よ
り

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。式
典
終
了
後
に
は
、

中
学
校
時
代
の
恩
師
の
方
々
に
よ
る
お
祝
い
や

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
紹
介

し
ま
し
た
。ま
た
、山
中
湖
中
学
校
ブ
ル
ー
レ
イ

ク
ビ
ー
ト
の
演
奏
で
式
典
に
花
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

《記念品受領者》長田　竜樹さん
　　　　　　　長田あす加さん

《お礼のことば》中澤恵美さん《名簿読上げ》坂本俊太さん
　　　　　　羽田沙也香さん

《誓いのことば》坂本　丞さん

Report

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
８
期
の
納
期
限
は

２
月
２８
日（
木
）で
す
。

平
成
31
年
山
中
湖
成
人
式
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問
い
合
わ
せ

税
務
住
民
課
　
医
療
保
険
係

℡
６
2‐

９
９
７
３

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
ご
案
内

　

２
月
２８
日（
木
）ま
で
に
国
民
健
康
保
険
税
を

完
納
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、３
月
下
旬
に
新
し

い
保
険
証
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　
未
納
が
あ
り
、保
険
証
が
郵
送
さ
れ
な
か
っ

た
方
は
、更
新
の
ハ
ガ
キ
を
３
月
下
旬
に
お
送

り
し
ま
す
の
で
、「
国
保
税
の
領
収
証
」と「
古
い

保
険
証
」を
持
参
の
う
え
、税
務
住
民
課
窓
口

に
て
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
　
医
療
保
険
係
　
℡
6
2‐

9
9
7
3

■
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は

　

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、医
療

と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。１
年
間
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、基
準

額
を
超
え
た
金
額
を
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
し
て
支

給
し
ま
す
。

■
支
給
基
準

　
●
計
算
対
象
期
間
は
、８
月
１
日
〜
翌
年
７
月
31
日
ま

で
の
１
年
間

　
●
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負
担
額
が
あ

り
、自
己
負
担
額
の
合
計
が
基
準
額
を
超
え
た
世
帯

　
●
高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て

支
給
さ
れ
た
金
額
は
、自
己
負
担
額
か
ら
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
。

■
勧
奨
通
知
送
付
対
象
者

　
　

今
回
の
勧
奨
通
知
発
送
は
、平
成
29
年
８
月
１
日
〜

平
成
30
年
７
月
31
日
の
１
年
間
に
つ
い
て
仮
算
定
し
、

支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
方
に
申
請
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

■
発
送
す
る
も
の

　
　申
請
書
、支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
等

■
勧
奨
通
知
発
送
時
期

　
　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、平
成
31
年
３
月
上
旬
頃

に
申
請
の
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　
　（
昨
年
度
ま
で
１
月
上
旬
に
発
送
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
高
額
療
養
費
の
年
間
外
来
合
算
制
度
が
開
始

さ
れ
た
影
響
で
時
期
が
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

■
申
請
方
法

　
　
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
、支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
、印
鑑
、振
込
先
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
及
び
身
分

が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、平
成
30
年
７
月

31
日
に
住
所
の
あ
っ
た
市
町
村
医
療
保
険
窓
口
に
て
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
か
ら
支
給
ま
で

　
　
医
療
分
に
つ
い
て
は
、広
域
連
合
か
ら
支
給
さ
れ
、申

請
か
ら
２
〜
３
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。介
護
分
の
支

給
に
つ
い
て
は
、医
療
分
支
給（
不
支
給
）決
定
後
に
、そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
介
護
保
険
担
当
課
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。（
詳
し
い
時
期
は
、各
市
町
村
介
護
保
険
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
提
出
期
限

　
　
申
請
の
時
効
は
、勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い
て
か

ら
２
年
間
で
す
。お
忘
れ
が
な
い
よ
う
早
期
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

保
険
税
の
督
促
状
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、

お
早
め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。納
付
状
況

の
確
認
を
し
た
い
場
合
は
、税
務
住
民
課
収
納

係（
℡
6
2
‐
9
9
7
2
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住
民
税
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

収
入
が
な
い
方
な
ど
確
定
申
告
の
必
要
が
な

い
方
で
も
、申
告
が
な
い
と
保
険
税
の
軽
減
や
、

自
己
負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ
等
の
適
用
が

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
月
13
日（
日
）、村
主
催
に
よ
る
平
成
31
年
成

人
式
が
山
中
湖
村
公
民
館
で
行
わ
れ
、本
村
で
は

53
名
の
新
成
人
が
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　
多
く
の
ご
来
賓
・
ご
家
族
が
見
守
る
中
、式
典

が
行
わ
れ
、新
成
人
者
に
高
村
文
教
村
長
よ
り

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。式
典
終
了
後
に
は
、

中
学
校
時
代
の
恩
師
の
方
々
に
よ
る
お
祝
い
や

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
紹
介

し
ま
し
た
。ま
た
、山
中
湖
中
学
校
ブ
ル
ー
レ
イ

ク
ビ
ー
ト
の
演
奏
で
式
典
に
花
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

《記念品受領者》長田　竜樹さん
　　　　　　　長田あす加さん

《お礼のことば》中澤恵美さん《名簿読上げ》坂本俊太さん
　　　　　　羽田沙也香さん

《誓いのことば》坂本　丞さん

Report

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
８
期
の
納
期
限
は

２
月
２８
日（
木
）で
す
。

平
成
31
年
山
中
湖
成
人
式



年金ニュース

平成31年4月から国民年金保険料の
産前産後期間の免除制度が始まります。
　次世代育成支援の観点から、国民年金第１号被保険者が出産を行った際には、出産前後の
一定期間の国民年金保険料が免除される制度が始まります。（将来、被保険者の年金額を計算
する際は、保険料を納めた期間として扱われます。）

●国民年金第１号被保険者とは
　20 歳以上 60 歳未満の自営業者・農業者とその家族、学生、
　無職の人等、厚生年金に加入していない方。

●国民年金第 2 号被保険者及び国民年金第 3 号被保険者とは
　民間会社員や公務員など厚生年金、共済の加入者の方（2 号）、
　またはその方に扶養されている方（3 号）。

出産予定日、又は出産日が属する月の前月から４か月間

　なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または、出産日が属する月の 3 か月前から
6 か月間の国民年金保険料が免除されます。

1.国民年金保険料が免除される期間

「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成 31 年 2 月 1 日以降の方
2.対象となる方

平成 31 年４月 1 日
４月以降の月から免除対象となります。

3.施行日

出産予定日の 6 か月前から提出可能です。（提出が出来るのは平成 31 年 4 月からです。）
4.申請方法

平日（月曜～金曜）　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

お客様相談センター０５５４－２２－７９３９問い合わせ 大月年金事務所

広報やまなかこ 2019年2月号

Report

　こ
の
た
び
教
育
委
員
会
で
は
、村
史
編
さ
ん
準
備
事

業
の
一
環
と
し
て
、役
場
が
所
蔵
す
る
旧
中
野
村
時
代
の

公
文
書
の
う
ち
、明
治
期
分
に
つ
い
て
件
名
目
録
化
を

進
め
、『
山
中
湖
村
役
場
所
蔵
公
文
書
目
録
』―
明
治
編

（
上
）―
と
し
て
ま
と
め
、刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

　ご
希
望
の
方
に
は
無
償
頒
布
い
た
し
ま
す
の
で
、教

育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。お
一
人
様
一
冊
ま
で
、先
着

順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
た
4
冊
の
残
部
も
ご
ざ
い
ま

す
。

第
1
集『
山
中
湖
村
役
場
収
集
文
書
目
録
』

　
　
　（
既
刊
村
史
編
纂
時
収
集
史
料
）

第
2
集『
山
中
湖
村
役
場
所
蔵
公
文
書
目
録
』

　
　
　
　
　―
大
正
編（
上
）―

第
3
集『
同
』―
大
正
編（
下
）―

第
4
集『
山
中
湖
村
諸
家
文
書
目
録
』（ 

一 

）

　こ
ち
ら
を
ご
希
望
の
方
も
併
せ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

『
山
中
湖
村
役
場

所
蔵
公
文
書
目
録
』

―
明
治
編（
上
）―

無
償
頒
布
の
ご
案
内

平
成
31
年

山
中
湖
村
消
防
団
出
初
式

　1
月
6
日（
日
）、山
中
湖
村
消
防
団
出
初
式
が
、

山
中
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　式
典
に
先
立
ち
、山
中
湖
村
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
放

水
訓
練
が
行
わ
れ
、冬
空
に
勢
い
よ
く
水
し
ぶ
き
が

あ
が
り
ま
し
た
。式
典
で
は
、退
職
幹
部
職
員
へ
の
感

謝
状
贈
呈
や
、消
防
団
員
の
表
彰
等
が
行
わ
れ
、昼
夜

を
問
わ
ず
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
続
け
て
い
る

消
防
団
員
に
対
し
、活
動
を
労
い
ま
し
た
。

　ま
た
、新
入
団
員
の
高
村
欣
憲
さ
ん
が
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。

　村
民
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も
消
防
団
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退職幹部
高村　竜司 様（前第１分団長）
羽田　　満 様（前第２分団長）
山口　　崇 様（前第３分団長）
羽田　健志 様（前第４分団長）
長田　吉生 様（前第５分団長）
鈴木　準人 様（前第６分団長）

村長感謝状

高村　輝仁（第１分団長）
富士・東部地域県民センター所長表彰

松本　圭二（第１分団々員）
渡邊　良太（第１分団々員）
羽田　泰輔（第１分団々員）
槌屋　寿将（第１分団々員）
高村慎二郎（第２分団々員）
坂本　雅和（第２分団々員）
中村　徳秀（第３分団班長）
大森　公輔（第３分団々員）
坂本　勝巳（第３分団々員）
長田　愛樹（第５分団々員）

富士吉田警察署長・
防犯協会富士吉田支部長
防犯功労表彰

甲種功労章
椙浦　　淳（本団副団長）

乙種功労章
高村　輝仁（第１分団長）
坂本　幸靖（第２分団長）
片山　高之（第３分団長）
天野　哲成（第４分団長）

山梨県消防協会長表彰
15年勤続章
高村　権児（第１分団機械班長）
大森　善仁（第１分団班長）
羽田　正宏（第２分団班長）
高村　哉啓（第３分団機械班長）
奥脇　将秀（第４分団副分団長）
１0年勤続章
坂本　　晃（第３分団々員）
天野実季朗（第５分団班長）
長田　寿洋（第６分団班長）

村長表彰

精勤章
羽田　一声（第３分団々員）
羽田　成明（第４分団々員）
城　　陽介（第５分団々員）
勝俣　卓也（第６分団々員）
団長章
羽田　博弥（第１分団々員）
高村　賢二（第２分団々員）
羽田　裕介（第４分団々員）
長田　充雄（第５分団々員）
大谷　紀幸（第６分団々員）
天野　政治（第６分団々員）

団長表彰

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
中
湖
村
教
育
委
員
会

文
化
振
興
係

℡
6
2‐

３
８
１
３

前月
（4 月）

出産月
（5 月）

6 月 7 月
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サラリーマンの方で還付申告をされる方へ
　給与所得者の方で、雑損控除、医療費控除、住宅借入金等控除などを受けることができる方
や年の途中で退職して年末調整を受けられなかった方は、源泉徴収税額の還付を受けるため
の確定申告書を提出することができます。
　なお、還付申告は２月１８日（月）以前でも提出が可能ですが、この場合は申告書を直接税務
署へ提出してください。）

医療費控除が変わります

セルフメディケーション税制
（医療費控除の特例）

　平成２９年分の確定申告から医療費控除の適用を受ける場合、領収書の提出の代わりに
「医療費控除の明細書」または「医療費通知」を添付することとなっております。
　ただし、明細書の記載が省略できる医療費通知は、次の項目を満たしていることが必要で
あり、この記載がない場合は、明細書の記載を省略することができません。

　セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）は、健康の維持増進及び疾病の予防の取
組として、一定の取組を行う個人が平成２９年１月１日以降にスイッチＯＴＣ医薬品（要指導医
薬品及び一般用医薬品のうち、医療用から転用された医薬品）を購入した際に、その購入費用
について所得控除を受けることができます。

※セルフメディケーション税制は、医療費控除の特例であり、従来の医療費控除との選択適
用となりますので、いずれか一方を選択して適用を受けることになります。したがって、セ
ルフメディケーション税制の適用を受けることを選択した納税者は、従来の医療費控除
を受けることができず、従来の医療費控除を選択した納税者は、セルフメディケーション
税制の適用を受けることはできません。

※セルフメディケーション税制を受けることを選択して確定申告書を提出した場合には、そ
の後において、納税者が更正の請求や修正申告書を提出した場合、セルフメディケーショ
ン税制から従来の医療費控除の適用に変更することはできません。従来の医療費控除を
受けることを選択した場合も同様となります。

※「被保険者等の支払った医療費の額（自己負担分）」の記載がなく、「保険診療総額（１０
割）」のみ記載されている場合も明細書の記載省略はできませんのでご注意ください。

※医療費の領収書は５年間保存する必要があり、税務署から提示を求められたときは、提示
または提出しなければなりません。

※医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。
　（医療費通知とは、健康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」などです。）
※平成２９年分から平成３１年分までの確定申告については、従来通り医療費の領収書の提
出もできます。

　税務署に所得税の確定申告を提出された以外の方で、前年中収入があった方は住民税の申
告が必要となります。また、収入のない方も国民健康保険や介護保険や後期高齢者医療保険等
の算定資料とないますので、ご相談ください。（住民税が未申告の場合は、これら保険税の軽減
や所得判定ができないのでご注意ください。）住民税の申告は、平成３１年１月１日現在の住所
地の市町村に提出してください。提出期限間近になりますと、窓口が大変混雑しますので、お早
めに申告してください。

※個人事業主（確定申告のＢ表）の方は、混雑緩和のため、事前に収入と支出（経費等）をま
とめていただいたうえで、来庁してください。

※申告の内容によっては、大月税務署にて確定申告を行っていただくようお願いをする場
合があります。

※所得税の確定申告・贈与税等の申告書には、「マイナンバー（個人番号）の記載」と「本人
確認書類の提示または写しの添付」が必要になっていますので、必ず持参してください。

確定申告相談

住民税の申告もお忘れなく！

日　時　　２月１８日（月）～３月１５日（金）
時　間　　【午前】９時～１１時　【午後】１時～４時
場　所　　山中湖村役場２階　第２会議室
持参するもの　　印鑑・前年の確定申告書の控一式・源泉徴収票・各種控除証明書　等

①被保険者等の氏名　②療養を受けた年月　③療養を受けた者　④療養を受けた病院・
　診療所・薬局等の名称　⑤被保険者等が支払った医療費の額　⑥保険者等の氏名

本人確認書類とは・・・

※対象となる医薬品等　詳しくは　国税庁ホームページ　（www.nta.go.jp）
　　　　　　　　　　　　　　　 厚生労働省ホームページ（www.mhlw.go.jp）

マイナンバーカードをお持ちの場合

マイナンバーカードを持参するだけで、本人確認（番号確認と身元確認）ができます。

マイナンバーカードをお持ちでない場合は、
①②それぞれの書類を１つ持参してください。

①番号確認書類（本人のマイナンバーを確認できる書類）
　（例）通知カード、住民票の写し、または住民票記載事項証明書
　　　（マイナンバーの記載があるものに限る）のうちいずれか１つ
②身元確認書類（記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類）
　（例）運転免許証、公的医療保険の被保険者証、パスポート、在留カード、
　　　身体障害者手帳等のいずれか１つ

今月は、固定資産税第４期・国民健康保険税第8期の納期限です。

納期限・口座振替日ともに： です2月28日（木）
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○会場が混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがありますのでご了承ください。
○小規模納税者の所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税、年金受給者並びに給与所得者
の所得税及び復興特別所得税の申告書を作成して提出できます（土地、建物及び株式などの譲渡所
得がある場合を除く。）。申告書等の提出のみの場合は、直接税務署に提出（郵送可）してください。

○ご来場の際は、前年の申告書等の控えや源泉徴収票など確定申告に必要な書類、計算器具、筆記
具、印鑑及びマイナンバーに係る本人確認書類（①マイナンバーカードまたは②番号確認書類及び
身元確認書類）の写し等をご持参ください。

○上記期間以外は、税務署の申告書作成会場は開
設していませんのでご了承ください。

○会場開設日及び申告書提出期限間際は、大変な
混雑が予想されますのでご了承ください。

○当署の駐車スペースには限りがございますの
で、極力お車での来署はご遠慮ください（駐車の
際、お待ちいただく場合があります。）。

○税務署内には、コピー機及び公衆電話はありま
せんのでご了承ください。

○会場が混雑している場合には、受付を早めに締
め切ることがありますので、なるべくお早めにお
越しください。

日　時 ： ２月２1日(木)　午前１０時～正午、午後１時～午後４時
会　場 ： 富士吉田市民会館　３階市民ギャラリー

問合せ先：東京地方税理士会大月支部事務局　 ℡.０５５５－２２－８４８１

対象者 ：小規模納税者の所得税及び復興特別所得税、年金受給者並びに給与所得者の所得税
及び復興特別所得税の申告書を作成できます（土地、建物及び株式などの譲渡所得が
ある場合を除く。）。

申告書や申請書等には

　税務上の申告書や申請書・届出書等は「信書」に該当しますので、郵便または信書便で送付してください。
　また、申告書の「控」に税務署受付印の押印を希望する方は、ボールペン又は万年筆で記載のうえ、切手
を貼った返信用封筒を必ず同封してください。

大月税務署からのお知らせ

確定申告等を郵便等で提出される方へ

　申告書作成会場の開設期間以前に、次の日程で「税理士による無料申告相談」を実施します
のでご利用ください。

マイナンバーの記載が必要です!!

国税に関するマイナンバー制度の最新情報 または

が必要です！

申告手続などには

※詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

期　　間
２月４日（月）

会　場
富士河口湖町役場 コンベンションホール

所　在　地
富士河口湖町船津１７00

時　間

午前１０時～正午
午後１時～午後3時２月5日（火）・6日（水） 富士吉田市民会館 ３階会議室 富士吉田市緑ヶ丘２‐５‐２３

２月7日（木）・8日（金） 上野原市もみじホール ２階会議室 上野原市上野原３８３２

開設期間
　　２月１８日（月）～
          ３月１５日（金）
　　※土、日を除きます。

会　場

大月税務署
３階

所　在　地

大月市御太刀２－８－１０
大月地方合同庁舎

時　間
【受付】午前８時30分～
　　　（提出は午後５時まで）

【相談】午前９時～午後５時

無料申告相談税理士による ～申告書を作成して提出できます～

年金受給者及び給与所得者に対する無料相談
税理士による

申告書作成会場の開設日程

【問い合わせ】〒401‐8502 大月市御太刀２－８－10　℡.（0554）22-3151（代表）
　　　　　※お電話は自動音声によりご案内しており、担当者がご用件にお答えします。

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、

マイナンバーの記載 本人確認書類の提示または写しの添付

国税庁　マイナンバー 検索

医療費控除 検索

マイナンバーの
記載について

医療費控除について

医療費控除は領収書が提出不要となりました
平成29年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに

“医療費控除の明細書”の添付が必要となりました。

※１　医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要があります。
　　 （税務署から求められたときには、提示または提出しなければなりません。）
※２　医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。
　　 （医療費通知とは、健康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」などです。）

（注） 平成29～31年分までの確定申告については、医療費の領収書の添付または提示によることもできます。
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特定健康診査の受診機関は加入保険により異なります。
あなたの受診機関を確認しましょう。

検診項目変更 平成31年度

元気いっぱい山中湖健康診査
平成31年(2019年)度の元気いっぱい山中湖健康診査（特定健診及びがん検診）は、次の予定で行います。
自分自身の健康づくりに役立ててください。

　がん検診には、市町村の住民検診などで行う「対策型検診」と個人が希望して行われる
「任意型検診」があります。国、県ではガイドラインに基づく住民検診の実施を推奨してお
り、厚労省研究班・国立がん研究センターに示された検診実施のための指針、有効性ガイド
ラインに基づき、村でも31年度の肺がん検診の胸部CT検査を胸部レントゲン検査に変更
します。胸部CTをご希望の方は、別日に富士吉田医師会医療センターにて受診することは
可能です（オプション）。

　対策型・任意型どちらにおいても、無症状であることが条件であり症状がある方は検診
の対象にはなりません。

●20～39歳の村民の方は、加入保険の種類にかかわらず基本健診は受診できます。
　（がん検診は内容により対象年齢が異なります）
●詳しい検診項目や検査料金等については、広報4月号に掲載予定です。
●平成31年度協会けんぽ加入者本人の健康診査（山中湖村会場）については、6月19日（水）
に村で行われる予定です。詳細については、協会けんぽからの健診案内をご確認ください。

健診は、南関東防衛局の特定防衛施設周辺整備交付金を活用しています。

平成31年（2019年）度
元気いっぱい山中湖健康診査日程

申込み期限
　　　※期限厳守 対象者

20歳以上の方
①20歳～７４歳で、胃が
　ん検査を受診しない方
②75歳以上の方

4月12日（金）まで

7月5日（金）まで

20歳～７４歳9月13日（金）まで

5月 13日（月）・1４日(火）・15日（水）・16日（木）

7月 25日（木）・26日（金）

10月 10日（木）・11日（金）・15日(火）・16日（水）

健診会場：役場敷地内　老人福祉しあわせセンター

元気いっぱい山中湖健康診査で受診できる項目（加入保険の種類別）

＜注意＞
対象年齢の方には申込用の往復はがきを事前に送付しますので、必要事項を記入し、返信
してください。がん検診のみ受診される方も申し込みが必要です。
　※申込期限を過ぎると受付ができませんので、必ず期限までにお申し込みください。
　　申し込みは先着順です。希望者が多い場合は受診日の変更をしていただく場合があり

ます。
　※3月以降に山中湖村に転入された方で受診を希望する方はいきいき健康課にお問い

合わせください。

カラダの定期点検していますか？
健診とメンテナンスで健康維持を！

問い合わせ　いきいき健康課　健康係　℡.62-9976

富士・東部地域・職域保健連携推進協議会

健康保険の名称

国民健康保険
（40～74歳）

社会保険
（40～74歳の
加入者本人）

社会保険（被扶養者）

基本健診
(血液･尿･血圧･身体計測･心電図等)

×
勤務先での健診を受けるか、勤務先
に受診先を確認してください

加入保険の契約先に集合Ｂの記載
がある場合のみ○
加入保険先に確認してください

○

○

○ ○

がん検診
(胃がん･肺がん・大腸がん・肝がん等)

対策型がん検診と任意型がん検診

検診分類 対策型がん検診(住民検診型) 任意型がん検診(人間ドック型)

集団全体の死亡率を下げる 個人の死亡リスクを下げる目的

検診方法

利益と不利益

当該がんの死亡率減少効果が確立
している方法を実施する

利益と不利益のバランスを考慮し、
集団にとっての不利益を最小化する

当該がんの死亡率減少効果が確立して
いる方法が選択されることが望ましい

検診提供者が適切な情報を提供した
うえで、個人のレベルで判断する

　年齢死亡率やがん発見率をもとに、がん検診が推奨される検査項目・年齢・受診間隔を示
したものです。市町村で行われる検診も同様の基準で行うことを推奨されています。

※上記の間隔で受ければがんにならないことを保証するものではありません。上記に
加えた個人の判断・自己負担による検査は妨げませんが、メリット（がんの発見）とデ
メリット（放射線被爆や体への負担など）を踏まえ判断することをおすすめします。

指針で定めるがん検診の内容

種類 検査項目

胃部X線(バリウム)検査
又は内視鏡検査

対象者

50歳以上
※当分の間40歳以上に
　実施可能

受診間隔

2年に1回
※当分の間X線検査に
　ついては年1回実施可能

胃がん検診

便潜血検査 40歳以上 年1回大腸がん検診

胸部X線検査及び喀痰
細胞診検査 40歳以上 年1回肺がん検診

視診、子宮頚部の細胞診
及び内診 20歳以上 2年に1回子宮頸がん検診

乳房X線検査
(マンモグラフィ) 40歳以上 年1回乳がん検診

重要
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こころの健康を見直そう
　健康的で豊かな生活を送るには、十分な休養が必要です。適度な睡眠・休息をとることが
できなければ、体の健康だけでなく、こころの健康バランスも崩れてしまいます。
　昨年度山中湖村で実施したアンケートの結果は以下のようになっています。

　５年前と比較すると、“大いにある”が５％増加し、“全くない”が５％減少
しています。
　男女別では女性の方が、ライフステージ別では働きざかりの方が、スト
レスを感じているようです。

　また、睡眠による休養についても同様に、男女別では女性の方が、ライ
フステージ別では働きざかりの方が、“はい（休養がとれている）”割合が
低くなっています。
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　仕事やプライベートの両立が困難になり、生活のバランスを崩す方
が多くなっています。自分なりのストレス解消法を見つけ、こころの健
康にも目を向けてみましょう。
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いいえ
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睡眠によって十分な休養がとれていると思いますか。
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広報やまなかこ 2019年2月号

食生活改善推進員会
平成３０年度活動報告

 山中湖村食生活改善推進員会では、
今年度、以下の活動を行いましたの
でご報告いたします。
 日頃より、本会の運営にご理解、ご協
力をいただきありがとうございます。

《男性の料理教室》
第１回：11月16日（金）
第２回：12月5日（水）

　村内在住の男性を対象とし、生活習慣病予防、バ
ランスのよい食事、減塩等の啓発を目的として行い
ました。
　調理実習では、テキストに沿って第１回は３品（豚
肉のしょうが焼き、きんぴらごぼう、味噌汁）、第２
回は４品（さばのみそ煮、厚焼き卵、ほうれん草の
おひたし、味噌汁）を作りました。
　味噌汁を作る際には塩分測定器を使って塩分測
定を行い、参加した男性たちは、普段の食生活で味
付けが濃いことを感じたようでした。会員からの声
掛けにより参加した方も、慣れない様子ではあった
ものの、よい経験ができたとの感想をきくことがで
きました。
　本会では減塩活動を推進していること、山梨県
の健康寿命が１位になったことなどをお話しまし
た。
　参加者の皆さん、ありがとうございました。

《保育所訪問エプロンシアター》
11月28日（水）

　毎年行っている保育所エプロンシアターを、今年
度も行いました。
　園児の皆さんが熱心に聞いてくださり、会員一同
もエプロンシアターへのモチベーションが上がりま
した。これからも継続して行っていきます。

《味噌汁塩分濃度調査家庭訪問》
全国的に実施されている、ご家庭の味噌汁塩分濃度調査を行いました。
この取り組みは本村でも毎年行っており、今年度で５年目の実施となりました。
会員５4名が村内のご家庭を訪問させていただきました。
結果（塩分濃度％）については来月に掲載させていただきます。

　来年度も、食生活改善推進員会では様々な事業を行います。内容のご要望や、ご家庭の食事
の塩分濃度を知りたい等のお問い合わせは、事務局までよろしくお願いいたします。

問い合わせ　いきいき健康課　健康係（食生活推進員会　事務局）　℡.62-9976
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広報やまなかこ 2019年2月号

「女子力パワーアップ」と
「仕事と子育てを両立できる環境づくり」

男女共同参画社会を目指して 2 月 号

問い合わせ
申し込みぴゅあ富士イベント情報 ぴゅあ富士

℡.0554-45-1666

〈無料〉

参加費
500円

材料費
1,500円

ぴゅあ富士チャレンジシンポジウム　時間や場所にとらわれない私の生き方

無料託児／あり 対　象／どなたでも50名持ち物／特になし

2月3日（日）
13：30～15：30 講師／小暮ゆうこさん（基調講演）・中林あゆみさん・相川葉子さん（パネルディスカッション）

メイクで魅せるセカンドキャリア　40代50代に必要なコト

無料託児／あり 対　象／女性12名
持ち物／筆記用具・メイク道具・鏡

2月4日（月）
10：00～12：30講座
13：00～14：00相談会

講師／杉本かおるさん・渡辺尊子さん

世界のごはん！　インドネシア料理教室

無料託児／あり 対　象／小学5年生以上20名
持ち物／エプロン・三角巾・ハンドタオル

2月10日（日）
10：00～12：00 講師／ディナ小幡さん・プリティ武藤さん

　山梨県法人会連合会により、政府や山梨県などが
推進している「女性が輝く社会の実現」　「女性の活
躍推進」に貢献するための、「女子力パワーアップセ
ミナー」が、昨年度は３回実施されました。このセミ
ナーは、昨年度で５年目の開催となりますが、参加者
からは「とても楽しく学ぶことができました。明日から
職場で実践していきたい。」「様々な業種の方とのグ
ループワークや情報交換ができて良かった。」など好
評のようでした。セミナーの実施内容は接待向上研
修、コミュニケーション能力・チーム力向上研修、女
性経営者による講演、リーダーシップ・コーチングス
キル向上研修、グループディスカッション（異業種交
流）など、職場における役職にかかわらず、どのセミ
ナーにも参加可能で行なわれました。
　また「日本一健やかに子どもを育む山梨」では女性
の社会進出に伴って、結婚・出産後も働き続ける女
性が増えており、特に育児休業明けに1～２歳児を保
育所に預ける世帯が増えてきており、「子どもが病気
のとき」に最も負担や不安を感じ、「病児・病後児保
育の充実」を求める声が多いという実態が明らかに
なりました。一方、病児・病後児保育は市町村が主体
であるため、市町村在住の方だけに利用が限られて

いました。そこで、県内の全市町村の協力で協定を
締結し、県内全域での利用が可能となりました。これ
により、昨年の４月から、県内在住の小学６年生まで
の子どもが、全ての病児・病後児保育施設の利用が
できるようになりました。子育て世帯の仕事と子育て
の両立を支援するために、全国で初めて県内全域で
の病児保育の広域利用が開始されました。　 （T・Y）

日時　３月３日（日）午後２時～３時（１時間程度）
場所　 「ゆいの広場ひらり」古民家内※

参加費　無料（小学生、保護者）
主催　山中湖いきいきプラン推進委員会
申込方法
　総務課まで電話か FAX でお申し込みください。
　（参加者氏名、学年、保護者氏名、住所、連絡先）
　TEL.0555-62-1111　FAX.0555-62-3088
※会場は駐車場が少ないため、
　乗り合わせてお越しください。

詳細につきましては、
総務課 ℡.62‐1111 にお問い合わせください。

おもちつき大会お知らせ

平成31年度
山梨県市町村交通災害共済 加入申し込み受付を開始します

■共済期間：平成31年４月１日～平成32年３月３１日
　　　　　　（中途加入の場合は、その翌日から）
■掛金：年額 （ひとり）　500円
■申し込み開始日：2月１5日（金）
■申し込み方法：申し込み用紙は、役場出納室にあります。
　　　　　　　　加入される方の掛け金分を持参のうえ、
　　　　　　　　役場出納室へお申し込みください。

　山中湖村内に住所を有し住民基本台帳に記載されて
いる方なら、どなたでも加入できます。

問い合わせ　総務課
　　　　　　℡.62-1111
　　　　　　山梨県市町村総合事務組合
　　　　　　℡.055-235-3237

●交通災害共済とは
加入者が交通災害(交通事故に
よる災害）にあった場合に被害
の程度によって見舞金をお支
払いする相互救済の制度です。

通院1日から
見舞金の

支給
対象！

平成31年度
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山中湖で船舶を乗入れ予定の方は、届出の事前提出（最初の乗入日の２週間前まで）が必要です。

問い合わせ　観光課　総合窓口係　℡.62-9977

富士五湖で船舶（動力船）を
利用される方へ

＜補足＞■「船舶届」：動力船を富士五湖で初めて乗入れる場合、山中湖村か富士河口湖町のどちらか
　　　  　に提出
　　　  ■その他届出：「氏名等変更届」、「船舶承継届」、「届出済証再交付申請書」、「推進機関の出
　　　  　力等変更届」等
　　　  　（住所・所有者・推進機関の出力・騒音防止の方法等に変更があった場合、届出が必要）
　　　  ■山中湖に船舶の乗り入れを予定している方及び届出内容に変更内容のある方は、
　　　  　必要な届出を添付書類とともに山中湖村または富士河口湖町まで提出してください。
　　　  ■添付書類及び様式のダウンロードについて
　　　  　http://www.vill.yamanakako.lg.jp（山中湖村ホームページ「船舶利用について」）

富士五湖での乗入が初めてとなる船舶の場合
→「船舶届」（初年度のみ）及び「航行届」の提出が必要です《同時受付可》

「船舶届」の提出が済んでおり（富士五湖登録済）、山中湖で乗り入れる場合
→「船舶届」を山中湖村に提出してください（船舶を乗り入れる湖の自治体に年度ごと提出が必要です。）

平成3１年度《航行届》受付は
2月1日（金）から開始されます。

問い合わせ　山中湖温泉 紅富士の湯　℡.20-2700

山中湖温泉紅富士の湯「朝風呂」
今月末まで、土・日・祝日は朝6時より営業いたします。
日の出直前に染まる「紅富士」を温泉からご覧ください。

きららスポーツ教室　information

問い合わせ・申し込み　山中湖交流プラザきらら内 スポーツ部門・スポーツ教室担当スタッフ（杉山）
　　　　　　　　　　℡.0555-2０-3111　FAX.0555-2０-3112

中国式健康体操
　中国人講師の 王 先生が「練功十八法」・「武當古老
養身功」・「太極拳」をアレンジして、誰でも無理なく楽し
める健康体操になっております。ゆっくりとした中国の
音楽にあわせてカラダを動かしていくので、レッスン後
はカラダの芯から温かくなってきます。
　運動に自信のない方でも安心して参加できますの
で、この機会に本場中国の健康法を覚えてみませんか。

◎日　時：月曜日　午前10時～12時
　　　　※２月は４、１８、２５日です。
◎料　金：550円（1回分）
◎定　員：10名程度

ハタ・ヨーガ
　ハタ・ヨーガは、姿勢（ポーズ）と呼吸法を中心とした
スタイルで心身のバランスを整えていきます。効果と
しては、①柔軟性、バランス感覚の向上 ②血圧の安定 
③自律神経の調和や腰痛の改善が期待できます。
　レッスンも少人数制なので初心者の方も安心してご
参加いただけます。カラダを引き締めたい方、心身と
もにリフレッシュしたい方、ぜひ始めてみませんか？

◎日　時：火曜日/太陽のヨーガ
　　　　　午前１０時３０分～１１時１５分　
　　　　　※２月は ５、１９、２６日です
　　　　 水曜日/月のヨーガ　午後７時３０分～８時１５分　
　　　　　※２月は ６、１３、２０日です。
◎料　金：800円（1回分）　　◎定　員：10名程度

どなたでも参加・体験ができますので、ご興味がある方は下記までご連絡ください。
体験を希望される方は1回無料で参加できます。
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保育所から
園庭開放のおしらせ

４月から入所・入園をひかえているママさんへのお知らせです

　山中保育所では(月・水・金) 9:00～11:00、
　平野保育所では(月～金) 9:00～11:30に
行っています。
　雪が降ったら雪遊びもできますので、
雪遊びの準備もお願いします。

　　　つどいの広場　62－2010
　　　平野保育所　　65－8542

　つどいの広場では、新しく保育所や幼稚園に入園なさる方に、土用カバンや上履き入れ、
パジャマ入れの袋などの作り方を教えています。市販の物もいいですがお母さんの手づく
りは世界に一個です。生地や糸は持参です。（ミシンは広場で用意します）
　布はどのくらい必要？  どんなものが必要？  など分からない事は広場スタッフに気軽に
声をかけてみてください。２月に入ったら随時始めますのでよろしくお願いします。

　広場に遊びに来た時に人の話を聞いたり、自分の

話を聞いてもらったりする中、新しい自分の発見に

つながると好評です。広場に遊びに来て、子育ての

楽しさや大変さを共有しましょう。年齢問わず興味

がある方の参加をお待ちしています。

講座や子育て教室の際は託児も行っていますので

お申し込みの際にお知らせください。

 つどいの広場　62－2010

開催日 イベント名 開催場所 時間 内　　　容

13日（水）

1日（金） 節分の集い
(要予約)

●「広場じゃんけんぽん」恒例の豆ま
きを楽しみたいと思います。身の回
りの邪気をみんなで払いましょう。

27日（水）
・身体測定
・情報創造館館長さんの
  絵本の読み聞かせ
・誕生日会

●開館時間中ならいつでも測定ができます。
●情報創造館の館長さんによる、お薦めの絵
本の紹介や楽しいお話会も開催していま
す。
●２月生まれのおともだちをお祝いします。ラ
ンチ参加者は１品持ち寄り日です。みんな
で１品持ち寄ってワイワイ食べましょう。

6日（水）
●ネイティブな英語に触れ、親子で英語に親しみましょう！
絵本や歌などで身近な英語に触れ、親子で楽しみましょ
う！●テリー渡辺さん

●森の中の絵本館からのお届けです。
　やさしい語りかけで絵本の楽しさを紹介してくれます。

つどいの広場
〈11時15分～〉

つどいの広場
〈11時15分～〉

じゃんけんぽんじゃんけんぽんじゃんけんぽんつどい の広 場
No.172

の予定

英語で遊ぼう

絵本の読み聞かせ会
●森の中の絵本館石井さん

つどいの広場
〈10時30分～〉

22日（金）
●お子さんの本当の靴のサイズを知っていま
すか？靴選びの５つのポイントを専門家に教
えていただきましょう！また、自分の本当の
靴のサイズを実測してもらいましょう！

つどいの広場
〈9時45分～〉

子育て教室 (要予約)

●講師　岡洋介氏
元気な足づくり講座

15日（金）
●毎回好評の子育て相談です。
●毎日子ども達と向き合いながらの疑問？私の子育てこれ
でいいの？等今のママさん達の悩みの相談にのっていた
だきます。
●個別の相談も受付けていますので、相談をしたい方・特
別に聞いてみたいことなどがありましたらスタッフに声
を掛けてください。

つどいの広場
〈10時00分～〉

子育て相談 (要予約)
●講師　健康科学大学　鈴木真吾先生
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つどいの広場
〈11時00分～〉
〈11時15分～〉

山中湖村社会福祉協議会

2月の予定
内　容

給食サービス（ひとり暮らし等）
紙おむつサービス配布日

曜 日
火
金

日　程
5･12･19･26日

8日

ありがとうございました。
ご寄附をいただきました。

第１回 社協の冬休み
そうめんが好評だったので 調子に乗ってほうとう 編

　子育て支援事業及び福祉活動の一環として、村内小学生を対象に、ほうとう作りを行いました。子供たちに楽
しい思い出づくりの場を提供し、ふれあいの輪を広めながら、福祉に対する理解と関心を深めてもらうことを目
的に、平成３０年１２月２６日（水）　老人福祉しあわせセンターにて、第１回社協の冬休みを開催しました。
　当日は、村内の児童２１名が参加し、ほうとう作りやお楽しみゲームなどを行いました。ほうとう作りでは、麺を
伸ばしたり、包丁で切ったりしながら、実際にほうとうの麺を作り、かぼちゃほうとうとカレーほうとうに調理し、美
味しくいただき、冬休みの思い出に皆さん楽しく体験していました。また、当日お手伝いをしていただいた中学
生やボランティアの皆さんありがとうございました。

山梨県の最優秀賞と優秀賞に
山中湖村から３名が選ばれました！
　山梨県では２月を「ボランティア・ＮＰＯ活動推進月間」
と定め啓発・普及に取り組んでいます。
　第４２回山梨県ボランティア・NPO活動推進月間ポス
ターに県内小中高校より２０２作品が寄せられ、その中
から最優秀賞に１名、優秀賞に２名の方が選ばれました。
おめでとうございます。２月１４月から２８日まで、応募作
品全てをイオンモール甲府昭和店内にて展示します。み
なさん是非足を運んでみて下さい。

《寄付者》
・山中湖村体育協会 様
・山中湖ロータリークラブ 様

２月は｢ボランティア・NPO活動
推進月間｣です！山中湖村社会福祉協議会は

移転しました！

牛田圭美さん
山中湖村立山中小学校４年

天野仁南さん
山中湖村立
東小学校４年

渡邉大登さん
山中湖村立

山中湖中学校１年

山中湖村山中３５２－１   ＴＥＬ：６２－２２２７ 　FAX：６２－２２２８

　このたび社会福祉法人 山中湖村社会福祉協議会は、
 平成３１年１月２１日（月）移転いたしました。
　大変ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。

新住所　〒４０１－０５０１
　　　　山中湖村山中３５２－１ 
電 話 　 ０５５５－６２－２２２７  （変更ありません）
FAX　  ０５５５－６２－２２２８  （変更ありません）
月～金曜日　8:30～17:15 （土・日・祝日は休み）

山中湖村社会福祉協議会 （移転先）
最優秀賞

優秀賞

・発達相談 ●村の保健師さんです。気になる事など気軽に相談してみ
てください。

村道山中32号（馬車道通り）

村道山中34号（山中本通り）

Ｒ138号

山中湖村
社会福祉協議会★
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つどいの広場
〈11時00分～〉
〈11時15分～〉

山中湖村社会福祉協議会

2月の予定
内　容

給食サービス（ひとり暮らし等）
紙おむつサービス配布日

曜 日
火
金

日　程
5･12･19･26日

8日

ありがとうございました。
ご寄附をいただきました。

第１回 社協の冬休み
そうめんが好評だったので 調子に乗ってほうとう 編

　子育て支援事業及び福祉活動の一環として、村内小学生を対象に、ほうとう作りを行いました。子供たちに楽
しい思い出づくりの場を提供し、ふれあいの輪を広めながら、福祉に対する理解と関心を深めてもらうことを目
的に、平成３０年１２月２６日（水）　老人福祉しあわせセンターにて、第１回社協の冬休みを開催しました。
　当日は、村内の児童２１名が参加し、ほうとう作りやお楽しみゲームなどを行いました。ほうとう作りでは、麺を
伸ばしたり、包丁で切ったりしながら、実際にほうとうの麺を作り、かぼちゃほうとうとカレーほうとうに調理し、美
味しくいただき、冬休みの思い出に皆さん楽しく体験していました。また、当日お手伝いをしていただいた中学
生やボランティアの皆さんありがとうございました。

山梨県の最優秀賞と優秀賞に
山中湖村から３名が選ばれました！
　山梨県では２月を「ボランティア・ＮＰＯ活動推進月間」
と定め啓発・普及に取り組んでいます。
　第４２回山梨県ボランティア・NPO活動推進月間ポス
ターに県内小中高校より２０２作品が寄せられ、その中
から最優秀賞に１名、優秀賞に２名の方が選ばれました。
おめでとうございます。２月１４月から２８日まで、応募作
品全てをイオンモール甲府昭和店内にて展示します。み
なさん是非足を運んでみて下さい。

《寄付者》
・山中湖村体育協会 様
・山中湖ロータリークラブ 様

２月は｢ボランティア・NPO活動
推進月間｣です！山中湖村社会福祉協議会は

移転しました！

牛田圭美さん
山中湖村立山中小学校４年

天野仁南さん
山中湖村立
東小学校４年

渡邉大登さん
山中湖村立

山中湖中学校１年

山中湖村山中３５２－１   ＴＥＬ：６２－２２２７ 　FAX：６２－２２２８

　このたび社会福祉法人 山中湖村社会福祉協議会は、
 平成３１年１月２１日（月）移転いたしました。
　大変ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。

新住所　〒４０１－０５０１
　　　　山中湖村山中３５２－１ 
電 話 　 ０５５５－６２－２２２７  （変更ありません）
FAX　  ０５５５－６２－２２２８  （変更ありません）
月～金曜日　8:30～17:15 （土・日・祝日は休み）

山中湖村社会福祉協議会 （移転先）
最優秀賞

優秀賞

・発達相談 ●村の保健師さんです。気になる事など気軽に相談してみ
てください。

村道山中32号（馬車道通り）

村道山中34号（山中本通り）

Ｒ138号

山中湖村
社会福祉協議会★
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富士山五合目周辺において自然解説や自然保護の啓発をする自然解説員を募集します。

　組合が発注する建設工事や物品の納入等を希望する事業者は、事前に指名競争入札参加資格申請書
を提出し、登録を受ける必要があります。
　平成31・32年度につきましては、下記により申請を受け付けます。なお、現在登録されている指名競争
入札参加資格の有効期限は、平成31年３月３１日までです。

　詳しい内容は、ホームページをご覧になるか、電話又は電子メールにてお問い合わせください。

◆募集人員 20名程度
◆勤務期間 平成31年5月1日から平成31年10月31日まで（事務局の要請に応じて勤務していただきます。）
◆勤務時間 午前9時から午後4時30分まで   ◆勤務地 富士山五合目総合管理センター
◆賃金  日給7,450円                        ◆募集締切  平成31年3月8日（金）（当日消印有効）
◆申込方法 申込書に必要事項を記入し、書類を添付のうえ、郵送または持参してください。

◆提出書類 指名競争入札参加資格申請書（組合指定様式）及び添付書類
  ※組合指定様式については、ホームページよりダウンロード可。
  　また、受付場所（企画財政課）でも用意してあります。（無料）
◆受付期間 平成31年２月１日から平成31年２月２８日まで　（土・日・祝日は除く）
◆受付時間 午前９時から正午まで　/　午後１時から午後５時まで
◆有効期間 平成３1年４月１日から平成３3年３月３１日まで（2年間）
◆受付場所及び問い合わせ 山梨県富士吉田市上吉田５６０５番地３
　　    富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合
    企画財政課（契約担当）  ℡.０５５５－２２－３３５５

申し込み・問い合わせ　富士山五合目周辺公園利用協議会
富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合　森林事業部　森林文化課

URL　http://www.onshirin.jp/
℡.0555-22-3355（内線132）　E-mail：shinrinbunka@onshirin.jp

平成31年度 富士山五合目自然解説員募集

　ＮＨＫ-ＢＳプレミアムで放送予定の、「にっぽん縦断 こころ旅（２０１９春の旅）」。４月２日、奈良県をス
タート。三重、愛知、静岡、長野と北上し、山梨、埼玉、群馬、新潟、山形、秋田から北海道（２週）を目指し
ます。
　番組では、みなさんからのお手紙で旅のルートを決定するため、市（町・村）内の「忘れられない場
所、風景」にまつわる手紙を募集しています。
◆山梨県の放送予定 ５月１３日（月）～５月１７日（金）
◆応募期限　４月１日（月）必着
◆応募内容　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の場所、風景にまつわるエピソード
◆応募方法　●番組ホームページ　www.nhk.or.jp/kokorotabi/
　　　　　　●FAX　03-3465-1327
　　　　　　●郵送　〒150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係
◆問い合わせ　ＮＨＫふれあいセンター　℡.０５７０-０６６-０６６
　　　　　　　または　℡.０５０-３７８６-５０００

にっぽん縦断こころ旅  お手紙募集

平成31・32年度分
指名競争入札参加資格追加申請について

恩賜林組合
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富士山五合目周辺において自然解説や自然保護の啓発をする自然解説員を募集します。

　組合が発注する建設工事や物品の納入等を希望する事業者は、事前に指名競争入札参加資格申請書
を提出し、登録を受ける必要があります。
　平成31・32年度につきましては、下記により申請を受け付けます。なお、現在登録されている指名競争
入札参加資格の有効期限は、平成31年３月３１日までです。

　詳しい内容は、ホームページをご覧になるか、電話又は電子メールにてお問い合わせください。

◆募集人員 20名程度
◆勤務期間 平成31年5月1日から平成31年10月31日まで（事務局の要請に応じて勤務していただきます。）
◆勤務時間 午前9時から午後4時30分まで   ◆勤務地 富士山五合目総合管理センター
◆賃金  日給7,450円                        ◆募集締切  平成31年3月8日（金）（当日消印有効）
◆申込方法 申込書に必要事項を記入し、書類を添付のうえ、郵送または持参してください。

◆提出書類 指名競争入札参加資格申請書（組合指定様式）及び添付書類
  ※組合指定様式については、ホームページよりダウンロード可。
  　また、受付場所（企画財政課）でも用意してあります。（無料）
◆受付期間 平成31年２月１日から平成31年２月２８日まで　（土・日・祝日は除く）
◆受付時間 午前９時から正午まで　/　午後１時から午後５時まで
◆有効期間 平成３1年４月１日から平成３3年３月３１日まで（2年間）
◆受付場所及び問い合わせ 山梨県富士吉田市上吉田５６０５番地３
　　    富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合
    企画財政課（契約担当）  ℡.０５５５－２２－３３５５

申し込み・問い合わせ　富士山五合目周辺公園利用協議会
富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合　森林事業部　森林文化課

URL　http://www.onshirin.jp/
℡.0555-22-3355（内線132）　E-mail：shinrinbunka@onshirin.jp

平成31年度 富士山五合目自然解説員募集

　ＮＨＫ-ＢＳプレミアムで放送予定の、「にっぽん縦断 こころ旅（２０１９春の旅）」。４月２日、奈良県をス
タート。三重、愛知、静岡、長野と北上し、山梨、埼玉、群馬、新潟、山形、秋田から北海道（２週）を目指し
ます。
　番組では、みなさんからのお手紙で旅のルートを決定するため、市（町・村）内の「忘れられない場
所、風景」にまつわる手紙を募集しています。
◆山梨県の放送予定 ５月１３日（月）～５月１７日（金）
◆応募期限　４月１日（月）必着
◆応募内容　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の場所、風景にまつわるエピソード
◆応募方法　●番組ホームページ　www.nhk.or.jp/kokorotabi/
　　　　　　●FAX　03-3465-1327
　　　　　　●郵送　〒150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係
◆問い合わせ　ＮＨＫふれあいセンター　℡.０５７０-０６６-０６６
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にっぽん縦断こころ旅  お手紙募集

平成31・32年度分
指名競争入札参加資格追加申請について

恩賜林組合
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午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
　
南
都
留
中
部
商
工
会

対
象
者
　
個
人
事
業
者

春
の「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の
相
談
会

　
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」の
こ

と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
３
月
１0
日（
日
）・
１1
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
県
立
ろ
う
学
校

　
　
　（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

対
象
　
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

相
談
内
容

１
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
関
す
る
悩

み
の
相
談

２
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安
の
あ

る
お
子
さ
ま
への
か
か
わ
り
方
に
つい

て（
育
児
相
談
）

３
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安
の
あ

る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ
い
て

（
教
育
相
談
）

４
　
聴
力
測
定

５
　
補
聴
器
に
関
す
る
相
談

申
込
方
法

　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い（
締
め
切
り
は
３
月
5
日

（
火
）午
後
３
時
）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
ろ
う
学
校

　
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
５
５
３‐２
２‐１
３
７
８

　
FAX
０
５
５
３‐２
２‐６
４
１
９

日
時
　
２
月
25
日
、３
月
４
日
、３
月
11
日

　
　
　
い
ず
れ
も
月
曜
日   

合
計
３
日
間

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
　
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
点
訳
に
興
味・関
心
の
あ
る
方
な

　
　
　
ら
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料

内
容
　
点
字
の
概
要・読
み
方・書
き
方
等
。

講
師
　
松
浦
敬
子
氏

　
　
　（
青
い
鳥
奉
仕
団
点
訳
奉
仕
員
）

申
込
締
切
日  

２
月
18
日（
月
）

申
込・問
い
合
わ
せ
　

　
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

　
℡
０
５
５
５‐７
２‐５
５
３
３

富
士
山
の
日
フ
ェ
ア

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、2

月
23
日（
土
）に
、富
士
山
の
日
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
富
士
山
の
日
フ
ェ
ア
」を
開

催
し
ま
す
。

　
２
月
23
日
は
南
館
の
入
館
料（
通
常
大
人

4
2
0
円・大
学
生
2
1
0
円
）が
無
料
に

な
り
、入
館
者
全
員
への
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
ほ
か
、お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

く
楽
し
ん
で
い
た
け
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。さ
ら
に
、飲
食
や
雑
貨
、マ
ル
シ
ェ

の
開
催
な
ど
楽
し
い
メ
ニュー
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。皆
様
是
非
ご
家
族
・ご
友
人
を
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
間
　
２
月
23
日（
土
）

開
館
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　（
最
終
入
館 

午
後
４
時
30
分
）

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
時
間
は
内
容
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

場
所
　
山
梨
県
立

　
　
　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　   

（
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３‐１
）

内
容
　
南
館
入
館
料
無
料

　
　
　
南
館
入
館
者
全
員
へ
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　
ブ
ッ
ク
マ
ー
カ
ー
進
呈

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐0
2
5
9

　
FAX
0
5
5
5‐7
2‐2
3
3
7

企
画
展

「
吉
田
口
登
山
道
の
騮
ヶ
馬
場
と
流
鏑
馬
」

　
吉
田
口
登
山
道
に
は
騮
ヶ
馬
場
と
呼
ば

れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。古
来
、こ
の
場
所

よ
り
高
所
で
は
鳴
物
が
禁
止
さ
れ
、俗
界

と
信
仰
世
界
と
の
境
界
と
認
識
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、現
在
、勝
山（
富
士
河
口
湖
町
）の

冨
士
御
室
浅
間
神
社
と
下
吉
田（
富
士
吉

田
市
）の
小
室
浅
間
神
社
で
執
り
行
わ
れ
て

い
る
流
鏑
馬
の
神
事
は
、か
つ
て
は
こ
の
騮
ヶ

馬
場
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
本
展
示
で
は
、騮
ヶ
馬
場
や
流
鏑
馬
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、富
士
山
の
信
仰
の
場
や
神

事
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

期
間
　
２
月
25
日（
月
）ま
で

開
館
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　 

（
最
終
入
館 

午
後
４
時
30
分
）

場
所
　
山
梨
県
立

　
　
　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　   

（
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３‐１
）

観
覧
料
　
南
館
入
館
料

　
　
　
　 

一 

般
　
4
2
0
円
　

　
　
　
　
大
学
生
　
2
1
0
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐0
2
5
9

　
FAX
0
5
5
5‐7
2‐2
3
3
7

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展

　
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
昨
年
度（
平
成

29
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月
）業
務
の
中

で
撮
影
し
た
、美
し
い
富
士
山
や
北
麓
の

風
景
、動
植
物
な
ど
、多
く
の
人
に
見
て
い

た
だ
き
た
い
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

　
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
を
通
し
て

世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
富
士
山
の
価
値

と
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、巡
回
中

に
発
見
し
た
問
題
な
ど
、富
士
山
の
現
状

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、県
内

外
の
人
々
に
富
士
山
の
環
境
保
全
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

期
間・場
所
　

　
２
月
19
日（
火
）〜
２
月
26
日（
火
）

　
山
梨
県
庁
防
災
新
館

　
２
月
18
日（
月
）〜
３
月
15
日（
金
）

　
富
士
河
口
湖
町
役
場

問
い
合
わ
せ

　
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　（
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
内
）

　
℡
0
5
5
5‐2
0‐9
2
2
9

　
FAX
0
5
5
5‐7
2‐4
1
1
4

■
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
３
）

日
時
　
２
月
9
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
本
館
１
Ｆ
ホ
ー
ル

演
題
　
森
林
と
の
つ
な
が
り
か
ら
見
た

　
　
　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
態

講
師
　
小
池 

伸
介 

氏（
東
京
農
工
大
学

　
　
　
大
学
院
農
学
研
究
院 

准
教
授
）

対
象
　
富
士
山
周
辺
の
自
然
ガ
イ
ド
、

　
　
　
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
、  

一般

定
員
　
約
１
２
０
名

費
用
　
無
料

応
募
方
法
　
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

■
平
成
30
年
度
　
山
梨
県
富
士
山
科
学

　
研
究
所
　
研
究
成
果
発
表
会

　
富
士
山
科
学
研
究
所
が
平
成
30
年
度
に

行
っ
て
き
た
研
究
の
成
果
を
口
頭
及
び
ポ
ス
タ

ー
で
発
表
し
ま
す
。口
頭
発
表
で
は
、「
富
士

山
高
山
帯
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
生
息

状
況
」、「
富
士
登
山
者
の
転
倒
状
況
と
関
連

要
因
」、「
富
士
山
の
水 

山
梨
の
水 

水
く
ら

べ
」と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
で
成
果
を
報
告
し
ま

す
。ま
た
、ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
21
研
究
課
題

の
成
果
を
お
伝
え
し
、そ
の
場
で
研
究
員
に
質

問
し
て
い
だ
た
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
２
月
２3
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
４５
分

　
　
　（
受
付
　
午
後
12
時
30
分
〜
）

場
所
　
山
梨
県
立
図
書
館

　
　
　
１
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス（
甲
府
駅
北
口
）

対
象
　
ど
な
た
で
も

定
員
　
1
5
0
名

参
加
費
　
無
料
　

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

　
山
梨
県
で
は
、2
0
2
0
年
３
月
新

規
大
学
等
卒
業
予
定
者（
既
卒
3
年
以

内
を
含
む
）の
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
と
県
内
企
業

の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、「
や
ま

な
し
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア
」を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
３
月
16
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
　
　（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

場
所
　
ベル
サ
ー
ル
新
宿 

グ
ラ
ン
ド

　（
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
８‐17‐１

  

　
住
友
不
動
産
新
宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
）

※
「
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

2
0
2
0
」と
同
時
開
催
。

対
象
者

　
2
0
2
0
年
３
月
新
規
大
学
等
卒
業

　
予
定
者（
既
卒
３
年
以
内
を
含
む
）

参
加
予
定
企
業
　
山
梨
県
内
に
事
業
所・

支
店
が
あ
り（
予
定
を
含
む
）、開
催

日
時
点
に
お
い
て
県
内
を
就
業
地
と

す
る
有
効
な
求
人
票
を
管
轄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
提
出
す
る
予
定
が
あ
る
企
業

（
40
社
参
加
予
定
）

内
容

　
(１)
求
人
企
業
に
よ
る
企
業
面
談
等

　
(２)
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　
(３)
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　（
や
ま
な
し
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
）

参
加
方
法
　
参
加
対
象
者
は
、事
前
の
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

参
加
費
用
　
無
料（
交
通
費
等
は
参
加

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
労
政
雇
用
課

　
℡
0
5
5‐2
2
3‐1
5
6
2

　
FAX
0
5
5‐2
2
3‐1
5
6
4

富
士
山
科
学
研
究
所

南
都
留
中
部
商
工
会

相

　談

初
級
点
訳
講
習
会

募

　集

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

お
知
ら
せ

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

イ
ベ
ン
ト

や
ま
な
し

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア

ゆいの広場ひらりで行われた、平野地区の道祖神のお祭りの風景です。（関連　P5）今月の表紙の写真！ 広報やまなかこ 2019年2月号

い
き
い
き
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
活
産
業
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

お知らせ・催し・募集

山
中
湖
村
役
場
か
ら

り
ゅ
う
が
ば
ば

や
ぶ
さ
め



　
　
　
℡（
6
2
）9
9
7
6

※

各
健
診・教
室
は
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

■
乳
児
健
康
相
談

日
時
　
２
月
１3
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
30
年
４・７・１０
月
生
ま
れ

■
２
歳
歳
児
健
診

日
時
　
２
月
１2
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
28
年
１１・１２
月
生
ま
れ
、

　
　
　
平
成
29
年
１・２
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

交
付
日
　
毎
週
木
曜
日

※

都
合
の
悪
い
方
は
い
き
い
き
健
康
課
保

健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

場
所
　
い
き
い
き
健
康
課
窓
口

第
４３
回

富
士
北
麓
地
域 

高
齢
者
作
品
展

　
山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
富
士
北

麓
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、高
齢
者
の
皆
様
の
創
作

に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。日
本

画
、洋
画
、彫
刻
、工
芸
、書
、写
真
、文
芸

な
ど
約
１
６
０
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
20
日（
水
）

　
　
　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　
21
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
22
日（
金
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所
　
山
中
湖
村
公
民
館

問
い
合
わ
せ

　
い
き
い
き
健
康
課
　
福
祉
係

　
℡
６
２
‐
９
９
７
６

　
　
　
℡（
6
2
）9
9
7
8

平
成
30
年
度

富
士
北
麓
地
域
合
同
企
業
就
職
セ
ミ
ナ
ー

　
富
士
北
麓
地
域
内
に
営
業
所
・
支
店
・

工
場
が
あ
る
企
業
、
ま
た
は
平
成
30
年

度
の
市
町
村
民
税
特
別
徴
収
適
用
事
業

所
で
30
人
以
上
の
住
民
を
特
別
徴
収
適

用
し
た
企
業
の
中
か
ら
、
平
成
32
年
４

月
採
用
を
予
定
し
て
い
る
企
業
を
就
労

関
心
の
あ
る
学
生
及
び
社
会
人
に
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
参
加
企
業
と
参
加
者

と
の
面
談
を
実
施
し
ま
す
。

主
催
　
富
士
吉
田
市

協
力
　
鳴
沢
村
・
富
士
河
口
湖
町
・

　
　
　
西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
村

日
時
　
３
月
５
日（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時
・

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
の
２
部
構
成

（
受
付
：
各
開
始
時
間
の
30
分
前
か
ら
）

会
場
　
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆

　
　
　
ス
パ「
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
」

参
加
対
象
者

　
富
士
北
麓
地
域
で
の
就
労
に
関
心
の

あ
る
学
生
（
平
成
32
年
３
月
卒
業
予
定

の
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
）
及
び
社

会
人
等
。

参
加
費
用

　
無
料

申
込
方
法

　
当
日
会
場
へ
直
接
来
て
受
付
カ
ー
ド

（
１
セ
ッ
ト
６
枚
複
写
）
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、受
付
カ
ー
ド
の
１
枚
を
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
生
活
産
業
課
　
産
業
振
興
係

　
℡
６
２
‐
９
９
７
８

　
東
京
国
税
局
と
山
梨
県
は
、次
の
と

お
り「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明

会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
10
月
１
日
に
消
費
税
率

が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
と
同
時

に
実
施
さ
れ
る
軽
減
税
率
制
度
は
、す
べ

て
の
事
業
者
の
方
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
説
明
会
へ
の
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、事
前
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
込

書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.yam

anashi.jp/
shinchaku/zeim

u/3012/keigen_
setsum

ei.htm
l

日
時
　
２
月
22
日（
金
）

　
　
　
①
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
②
13
時
〜
14
時
30
分

※

①
、②
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
　
山
梨
県
庁
防
災
新
館

　
　
　
4
0
1
会
議
室

　
　
　（
甲
府
市
丸
の
内
１‐６‐１
）

対
象

　
飲
食
料
品
を
取
り
扱
う
方
を
中
心
に

す
べ
て
の
事
業
者
の
方

そ
の
他

　
定
員
に
達
し
た
場
合
、締
切
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
税
務
課

　
℡
0
5
5‐2
2
3‐1
3
8
6

　
FAX
0
5
5‐2
2
3‐1
3
9
0

記
帳
相
談
日
開
設

〜
記
帳
相
談
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

　
毎
月
記
帳
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。

　
正
し
い
記
帳
は
税
務
申
告
の
基
礎
と
な

り
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
帳
簿
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い

●
必
要
経
費
と
家
計
費
の
区
分
が
は
っ
き

り
し
な
い
、な
ど

日
時
　
２
月
７
日（
木
）

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

　
　   

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
　
南
都
留
中
部
商
工
会

対
象
者
　
個
人
事
業
者

春
の「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の
相
談
会

　
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」の
こ

と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
３
月
１0
日（
日
）・
１1
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
県
立
ろ
う
学
校

　
　
　（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

対
象
　
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

相
談
内
容

１
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
関
す
る
悩

み
の
相
談

２
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安
の
あ

る
お
子
さ
ま
への
か
か
わ
り
方
に
つい

て（
育
児
相
談
）

３
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安
の
あ

る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ
い
て

（
教
育
相
談
）

４
　
聴
力
測
定

５
　
補
聴
器
に
関
す
る
相
談

申
込
方
法

　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い（
締
め
切
り
は
３
月
5
日

（
火
）午
後
３
時
）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
ろ
う
学
校

　
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
５
５
３‐２
２‐１
３
７
８

　
FAX
０
５
５
３‐２
２‐６
４
１
９

日
時
　
２
月
25
日
、３
月
４
日
、３
月
11
日

　
　
　
い
ず
れ
も
月
曜
日   

合
計
３
日
間

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
　
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
点
訳
に
興
味・関
心
の
あ
る
方
な

　
　
　
ら
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料

内
容
　
点
字
の
概
要・読
み
方・書
き
方
等
。

講
師
　
松
浦
敬
子
氏

　
　
　（
青
い
鳥
奉
仕
団
点
訳
奉
仕
員
）

申
込
締
切
日  

２
月
18
日（
月
）

申
込・問
い
合
わ
せ
　

　
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

　
℡
０
５
５
５‐７
２‐５
５
３
３

富
士
山
の
日
フ
ェ
ア

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、2

月
23
日（
土
）に
、富
士
山
の
日
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
富
士
山
の
日
フ
ェ
ア
」を
開

催
し
ま
す
。

　
２
月
23
日
は
南
館
の
入
館
料（
通
常
大
人

4
2
0
円・大
学
生
2
1
0
円
）が
無
料
に

な
り
、入
館
者
全
員
への
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
ほ
か
、お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
幅
広

く
楽
し
ん
で
い
た
け
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。さ
ら
に
、飲
食
や
雑
貨
、マ
ル
シ
ェ

の
開
催
な
ど
楽
し
い
メ
ニュー
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。皆
様
是
非
ご
家
族
・ご
友
人
を
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
間
　
２
月
23
日（
土
）

開
館
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　（
最
終
入
館 

午
後
４
時
30
分
）

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
時
間
は
内
容
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

場
所
　
山
梨
県
立

　
　
　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　   

（
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３‐１
）

内
容
　
南
館
入
館
料
無
料

　
　
　
南
館
入
館
者
全
員
へ
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　
ブ
ッ
ク
マ
ー
カ
ー
進
呈

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐0
2
5
9

　
FAX
0
5
5
5‐7
2‐2
3
3
7

企
画
展

「
吉
田
口
登
山
道
の
騮
ヶ
馬
場
と
流
鏑
馬
」

　
吉
田
口
登
山
道
に
は
騮
ヶ
馬
場
と
呼
ば

れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。古
来
、こ
の
場
所

よ
り
高
所
で
は
鳴
物
が
禁
止
さ
れ
、俗
界

と
信
仰
世
界
と
の
境
界
と
認
識
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、現
在
、勝
山（
富
士
河
口
湖
町
）の

冨
士
御
室
浅
間
神
社
と
下
吉
田（
富
士
吉

田
市
）の
小
室
浅
間
神
社
で
執
り
行
わ
れ
て

い
る
流
鏑
馬
の
神
事
は
、か
つ
て
は
こ
の
騮
ヶ

馬
場
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
本
展
示
で
は
、騮
ヶ
馬
場
や
流
鏑
馬
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、富
士
山
の
信
仰
の
場
や
神

事
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

期
間
　
２
月
25
日（
月
）ま
で

開
館
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　 

（
最
終
入
館 

午
後
４
時
30
分
）

場
所
　
山
梨
県
立

　
　
　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　   

（
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３‐１
）

観
覧
料
　
南
館
入
館
料

　
　
　
　 

一 

般
　
4
2
0
円
　

　
　
　
　
大
学
生
　
2
1
0
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐0
2
5
9

　
FAX
0
5
5
5‐7
2‐2
3
3
7

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展

　
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
昨
年
度（
平
成

29
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月
）業
務
の
中

で
撮
影
し
た
、美
し
い
富
士
山
や
北
麓
の

風
景
、動
植
物
な
ど
、多
く
の
人
に
見
て
い

た
だ
き
た
い
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

　
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
を
通
し
て

世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
富
士
山
の
価
値

と
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、巡
回
中

に
発
見
し
た
問
題
な
ど
、富
士
山
の
現
状

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、県
内

外
の
人
々
に
富
士
山
の
環
境
保
全
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

期
間・場
所
　

　
２
月
19
日（
火
）〜
２
月
26
日（
火
）

　
山
梨
県
庁
防
災
新
館

　
２
月
18
日（
月
）〜
３
月
15
日（
金
）

　
富
士
河
口
湖
町
役
場

問
い
合
わ
せ

　
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　（
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
内
）

　
℡
0
5
5
5‐2
0‐9
2
2
9

　
FAX
0
5
5
5‐7
2‐4
1
1
4

■
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
３
）

日
時
　
２
月
9
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
本
館
１
Ｆ
ホ
ー
ル

演
題
　
森
林
と
の
つ
な
が
り
か
ら
見
た

　
　
　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
態

講
師
　
小
池 

伸
介 

氏（
東
京
農
工
大
学

　
　
　
大
学
院
農
学
研
究
院 

准
教
授
）

対
象
　
富
士
山
周
辺
の
自
然
ガ
イ
ド
、

　
　
　
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
、  

一般

定
員
　
約
１
２
０
名

費
用
　
無
料

応
募
方
法
　
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

■
平
成
30
年
度
　
山
梨
県
富
士
山
科
学

　
研
究
所
　
研
究
成
果
発
表
会

　
富
士
山
科
学
研
究
所
が
平
成
30
年
度
に

行
っ
て
き
た
研
究
の
成
果
を
口
頭
及
び
ポ
ス
タ

ー
で
発
表
し
ま
す
。口
頭
発
表
で
は
、「
富
士

山
高
山
帯
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
生
息

状
況
」、「
富
士
登
山
者
の
転
倒
状
況
と
関
連

要
因
」、「
富
士
山
の
水 

山
梨
の
水 

水
く
ら

べ
」と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
で
成
果
を
報
告
し
ま

す
。ま
た
、ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
21
研
究
課
題

の
成
果
を
お
伝
え
し
、そ
の
場
で
研
究
員
に
質

問
し
て
い
だ
た
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
２
月
２3
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
４５
分

　
　
　（
受
付
　
午
後
12
時
30
分
〜
）

場
所
　
山
梨
県
立
図
書
館

　
　
　
１
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス（
甲
府
駅
北
口
）

対
象
　
ど
な
た
で
も

定
員
　
1
5
0
名

参
加
費
　
無
料
　

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

　
山
梨
県
で
は
、2
0
2
0
年
３
月
新

規
大
学
等
卒
業
予
定
者（
既
卒
3
年
以

内
を
含
む
）の
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
と
県
内
企
業

の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、「
や
ま

な
し
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア
」を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
３
月
16
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
　
　（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

場
所
　
ベル
サ
ー
ル
新
宿 

グ
ラ
ン
ド

　（
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
８‐17‐１

  

　
住
友
不
動
産
新
宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
）

※
「
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

2
0
2
0
」と
同
時
開
催
。

対
象
者

　
2
0
2
0
年
３
月
新
規
大
学
等
卒
業

　
予
定
者（
既
卒
３
年
以
内
を
含
む
）

参
加
予
定
企
業
　
山
梨
県
内
に
事
業
所・

支
店
が
あ
り（
予
定
を
含
む
）、開
催

日
時
点
に
お
い
て
県
内
を
就
業
地
と

す
る
有
効
な
求
人
票
を
管
轄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
提
出
す
る
予
定
が
あ
る
企
業

（
40
社
参
加
予
定
）

内
容

　
(１)
求
人
企
業
に
よ
る
企
業
面
談
等

　
(２)
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　
(３)
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　（
や
ま
な
し
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
）

参
加
方
法
　
参
加
対
象
者
は
、事
前
の
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

参
加
費
用
　
無
料（
交
通
費
等
は
参
加

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

問
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　 図書館=山中湖情報創造館閉館日 ※開館時間（9:30～19:00）詳しくはP29をご覧ください。
　  可燃物収集日 　  不燃物収集日 　 PETボトル収集日　8:30までに指定の場所に出してください。
　  持込（可燃・不燃）　　持込（可燃のみ）=クリーンセンターへ直接搬入可能日（9:00～11:00  13:00～16:00）
　  立入日=北富士演習場立ち入り許可日
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三島由紀夫文学館
・徳富蘇峰館
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雪まつり最終日
（1月号 P19）

村確定申告（P16）
（～3月15日）

富士北麓地域
高齢者作品展
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行政相談（P10）
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